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はじめに

この 「履修ガイド」には、 宮城大学に入学された皆さんにとって、 大学での4年間の学びが充

実したものとなるよう学修計画を立て、 実現していくために必要となる茎本的な情報がまとめられ

ています。

大学では、 高校までとは違い、 入学した当初から自分自身で考え、 行動することが求められます。

高校ではあらかじめ時間割のほとんどが決められており、 自分自身で考えて授業科目を選択するこ

とはあまりなかったかもしれませんが、 大学では、 多くの授業科目の中から、 自分の勉強したい科

目を調べ、 登録するといった作業を自分の判断で責任を持って行わなければなりません 。 この一 連

の履修に関係する要件や各種手続きのほか、 入学から卒業までの基本的な流れ、 基盤教育・専

門教育課程の特徴等を 「履修ガイド」で説明しています。

また、 宮城大学では、 学群・学類·コ ースことに 「進級・卒業に必要な単位数」を定めています。

この条件を満たし、 順調に進級 ・ 卒業できるよう、 この 「履修ガイド」を熟読した上で、 各授業

科目の内容が記載された 「 シラバス」を活用して、 卒業後の進路も見据え、 納得のいく学修計画

を立ててください 。

「履修ガイド」は、 入学時だけではなく、 毎年の履修登録のとき、 学修計画や進路で迷ったり、

分からないことに出会ったとき、 読み返してみることで、 解決の方法や糸口が見つかるような 「便

利帳」の役割も果たしていますので、 卒業まで大切に手元に置いて活用してください 。
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建学の精神

快い生活環境（アメニティ）に身を置き、 心温まる人間関係（ホスピタリティ）に囲まれてい

ることは成熟社会に生きる万人の願いであり、 このような地域社会を実現させるために 「ホスピタ

リティとアメニティの究明と実現」を目指す。

大学の理念

高度な実学に基づき、 豊かな人間性、 高度な専門性及び確かな実践力を身につけ、 グロ ー バ

ルな視点で地域社会の発展に貢献できる人材を育成するとともに、 学術・文化の向上と豊かで

活力のある地域社会の形成に寄与する。

豊かな人間性
先人たちの考えや相手の価値観を尊重し、 知性と感性を涵養することで自ら

の人間性を磨いていく。

高度な専門性
関連するあらゆる学問や技術に関心を寄せ、 自らの専門性を焉め、 時々刻々

と変化する社会にしなやかに、 かつ、 柔軟に対応できる力を身につける。

地域に根ざし、 グロ ー バルな視点で自ら主体的に考え、 強い意思を持って
確かな実践力 実践していく。

大学の目的

本学は、 地域社会及び国内外の大学・研究機関等との自由かつ緊密な交流及び連携のもとに、

看護、 事業構想、 食産業及びそれらの基盤となる学問に関する教育研究を行うことにより、 学術

文化の振興に資するとともに、 豊かな人間性、 高度な専門性及び確かな実践力を備えた人材を

育成し、 もって地域の産業及び社会の発展に寄与することを目的とする。

各学群の教育研究上の目的

I
生命の尊厳を基盤とする豊かな人間力を備えて、 科学的思考力とマネジメント能力をもち、

ヒュ ーマンケアを中核とした創造的な看護を展開し、 地域社会及び多分野・異文化の人々と

協働して学際的及び国際的に活躍できる人材を育成すること。

I ＇ 
現代社会の諸課題を多角的· グロ ー バルな視点で論理的にと らえ、 その課題解決に向けた

事業を実行可能かつ持続可能なものとして構築する能力を身につけるとともに、 豊かな人間性

を基盤として地域資源の活用や新たな価値創造を志向し、 産業、 行政及び社会の各分野で先

導的役割を担うことができる人材を育成すること。

i
生物資源の開発及び食材生産から食品製造・流通・消費に至るまでのフ ー ドシステムについて

幅広い科学的知識と技術を持ち、豊かな人間性に基づいて食産業全体及び地域社会を理解し、

東北地域から世界まであらゆるレベルで食の未来を開拓できる意欲と能力を有する人材を育成する

こと。
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I . 宮城大学カリキュラムの全体像 I 

〇宮城大学の教育目標

宮城大学の理念、 目的を踏まえ、主体性を持って協働的に行動し、社会の持続的な発展に貢献できる人材の育成を教育目標とし
て定め て います。

宮城大学の教育基本方針（デイプロマ ・ ポリシ ー とカリキュラム ・ ポリシ ー ）

(1)デイプロマ ・ ポリシ ー とは
宮城大 学の教育目標に基づき、どのような力を身につけた者に卒業を認定し、学位を授与するのかを定めた基本的な方針を

「デイプロマ ・ ポリシ ー 」といいます。これは、学生の学修成果の目標ともなるものです。
総

論
デ イ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー

履

修
登

録

全

学

共
通

科

目
ほ

か

学群·学類の構成 1年次 2年次 3年次 4年次

入
学
後
に
所
属
学
類
を
決
定
す
る

事業構想学群

食産業学群

フレッシュマンコアを
中心とした基盤教育

学
類
で
の
学
び

事業プランニング学類

地域創生学類

価値創造デザイン学類

生物生産学類

フ ー ドマネジメント学類

大学の理念の下に、各学群の教育目標（教育研究上の目的）を定め、それを構成する要素として以下の5点を掲げる。
①豊かな教養と自らの専門分野を体系的に理解する知識・技術
②課題を発見し問題解決に至る論理的な思考 ・ 判断力
③自らの考えを適切に構成し他者に伝達する表現力
④自ら学び続ける意欲と高い公共性や倫理観のもとで行動する実践力
⑤他者とともに共通の目標に向かい行動する協働性

宮城大学では、これらに基づき各学群で求められる専門能力を修得した学生に卒業を認め、学位を授与する。

(2)カリキュラム ・ ポリシ ー とは
「デイプロマ ・ ポリシ ー 」の達成のために 、どのような教育課程を編成し、どのような教育内容 ・ 方法を実施し、学修成果をどのよう

に評価するのかを定めた基本的な方針を 「カリキュラ ム ・ ポリシ ー 」といいます。

カリキュ ラ ム ・ ポリシ ー

各学群で定める教育目標を実現するため、デイプロマ ・ポリシ ーに掲げた5つの構成要素に基づき、以下の方針によりカリキュラムを体系的に
編成 ・ 実施する。
・ 豊かな人間性とともに基礎となる学力の形成を図る基盤教育科目と、専門的な知識と技能を修得する専門教育による体系的なカリキュラムを
編成する。

・ 授業は、知識を体系的に獲得する講義、その知識を実践的に修得する演習・実験・実習により実施する。また学生の主体的な学びを促進するた
めの教育プログラムを各学群で実施する。

・ 基盤教育科目は、将来にわたって明日の姿を見通すための力を身につける技法知・学問知 ・ 実践知を修得するための宮城大学共通の教育基盤
として、以下の方針により編成する。また、基盤教育科目の中核として、将来の社会に求められる基礎力の養成と地域社会や情報技術の理解の
ためのフレッシュマンコア科目を置く。

1 知識 ・ 技術 幅広い知識と技術を修得するため、社会科学、自然科学、芸術・人文学、人間科学、情報統計の諸種の学問領域における広範な知識・技
術を修得するための科目群を置く。

2思考カ・ 判断力 科学的根拠に基づく論理的な思考・判断力を養成するために能動的な学修機会を積極的に設けるとともに、フィ ールドワ ー ク等を通じて
実践的な課題に取り組む学修機会を設定する。

3表現力 自己表現の技術と他者とのコミュニケー ションカを育成するために、発表や議論の場を積極的に設ける。また、グロ ーバルコミュニケー

ション科目を適じて国際的なコミュニケー ションカの育成を図る。

4主体性 主体的に学び続ける力を養成するために、導入科目において自らの将来を踏まえ主体的に学ぶことの意義を理解するための教育を
実施する。

5 協働性 他者との協働性を養成するために、導入科目を中心として協働的な活動を取り入れた教育を展開する。

入
学
時
に
所
属
学
類
が
決
定
し
て
い
る

事業プランニング学類

地域創生学類

価値創造デザイン学類

生物生産学類

フー ドマネジメント学類

看護学類

フレッシュマンコアを
中心とした基盤教育

・

宮
城
大
学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
全
体
像

学
類
で
の
学
び

事業プランニング学類

地域創生学類

価値創造デザイン学類

生物生産学類

フ ー ドマネジメント学類

総

論

履

修
登

録

看護学類

全

学

共
通

科

目
ほ

か

※学修成果の評価は、シラバスで設定されている各授業科目の到達目標及び明確な成績評価基準に基づいて厳格に行う。
※各学群 ·学類のデイプロマ ・ ポリシ ー とカリキュラム ・ポリシ ー は、 各章の教育目標を参照し てください。

〇学群 ・ 学類について

宮城大学は、学群・学類(3学群·6学類）により構成されています。

基
盤
教
育

学群 学類

看護学群 看護学類

事業構想学群 事業 プランニング 学類 地域創生学類 価値創造デザイン学類

食産業学群 生物生産学類 フ ー ドマネジメント学類

基
盤
教
育

看護学群では、入学時に所属する学類が決まっており、2年次からの学びを見通し、1年次から学修に取り組むことができます。
また 、事業構想学群及び食産業学群では、2年次に所属する学類が決定され ます（総合型選抜及び外国人留学生特別選抜での
入学生を除く）。入学後、1年間をかけ てマッチングを行い、自分が進む学類を決定します。
※基盤教育 ・ 各学群 ・ 学類のカリキュラムの詳細は、各章のカリキュラムの特徴を参照してください。
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I II ■ 総論 I 
ここでは、宮城大学における教育課程の修業に係る共通事項を説明します。

大学学則、宮城大学履修規程及び宮城大学学位規程に記載されています。

〇-入学から卒業までの基本的な流れ

入学 から卒業・学位授与まで の基本的な流れは下図のとおりです。それぞれの段階で必要な手続きや申請があり ますので注意
してください。

総
論

［履修登録】[m:·:価】【 試験 】[::-::]学類決：
．

？ース選択［卒業研究】i 学：：与 I 

〇学群とキャンパスについて

宮城大学では、看護学群・事業構想学群・食産業学群及びそれぞれの研究科 を設置しています。各学群及び研究科は、以下のキ
ャンパスに所在しています。

履修登録

宮城大学大和キャンパス 宮城大学太白キャンパス

設置学群 看護学群・事業構想学群及び研究科 食産業学群及び研究科

住所 〒98 1-3298 宮城県黒川郡大和町学苑1 番地1 〒982-0215宮城県仙台市太白区旗立2丁目2番1号

電話 022-377-8205(代表） 022-245-22 l l <代表）

学年及び休業日・学期・時間割について（学則第6条、第7条、第8条）

全
学
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通
科
目
ほ
か
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育

これらの内容の詳細は、宮城

(1)学年・学期及び休業日
本学 の教育課程は、以下の日程で運用しています。また、学年を前期と後期にわけて単位認定を行う 「前後期制」を採用し

ています。

期間

学年 4月1日に始まり、翌年3月31日に終わります。

前期 4月1日から9月30日まで

後期 10月1日から3月31日まで

休業日 土・日・祝日・開学記念日5月1日

春季休業日 別に定めます。（春季・夏季・冬季休業の日程は年度こt とに変更になる場合があります。当該年度の長期休
業の日程は、学内ウェブサイトの 「学年暦」を確認してください。）

夏季休業日

冬季休業日

※後期の授業開始日は、10月1日よりも前となる場合があります。
※なお、定期試験については、原則として 前期末・後期末に期間を定めて実施しますが、科目によって実施形態が異なりますので、
科目を担当する教員の指示に従ってください。

(2)時間割
授業は、 前期・ 後期の期間内のうち、月曜日から金曜日まで、 下表の時間割に沿って行われます。

時限 1時限 2時限 3時限 4時限 5時限

時刻
8: 50 
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10: 20 
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1

 また、通常の時間割以外に、 以下の開講形態があります。
①集中講義：夏季休業等の休業日 に、集中的に授業を開講するものです。
②隔週開講：1週おきに開講するものです。
③指定日開講：特定の日時に開講するものです。
その他、学外の実習等、通常の時間割以外の時間帯に授業を行う場合があります。

宮
城
大
学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
全
体
像

総
論

履修登録

全
学
共
通
科
目
ほ
か

基
盤
教
育

，

 



宮

城

大

学
カ

リ

キ
ュ

ラ

ム
の

全

体

像

学籍と在学期間について（学則第18条、第19条、第21条、第23条、第24条、第25条） 単位について
（学則第34条、第35条、第36条、第37条、第38条、第39条、第40条、第41条、履修規程第15条、

宮城大学他学群•他学類履修及び他大学履修に関する実施要綱 ） 
学籍とは、本学に所属する学生であることを示す籍 をいいます。

(l)学籍の異動
本学に入学してから卒業するまでの間、通常通り修業する状況を 「在学」

り 「休学」 「転学」 「退学」 「除籍」と して学籍を異動する場合があり ます。
を参照してください。

また、学籍の異動は、進級要件や卒業要件、授業料免除申請や奨学金の付与等に影響することがあります。

として取り扱います。学生の申請や大学の決定によ
これら学籍の異動に必要な手続きは、MYUpedia

総

論

(2)修業年限及び休学期間の限度、在学年限
本学では、必要な修業の期間や、在学できる期間の限度を以下のとおり定めています。

・修業期間：修業した期間を 「修業期間」といいます。
• 修業年限：卒業までに修業すべき年数を定めています。
• 在学期間：在学した期間を 「 在学期間」といいます。
• 在学年限：在学できる年数です。在学年限を超えて在学することはできません。
・休学期間：休学した期間を 「 休学期間」といいます。休学期間は、修業期間や在学期間には含みません。

回咲；箔乱3回. ... ... ,, ふ.., 
. . .. . .. . .... . . .  

··•.:,:-・
.. ... . ... . ,.• '" ... _, ・て・ ・

尺：'L,貶翌咤屯：：；！
回需賃ij惑羞：
〈MYUpedia〉

修業年限 在学年限 休学期間の限度

4 年 8 年 4 年

※引き続き 1 年を超えて休学することはできません。ただし、特別の理由がある場合は、学長の許可を得て休学期間を 2 年まで
延長することができます。

※編入学・転入学・再入学・転学を許可された学生の在学期間及び在学年限については、関係規程により個々に定められます。

履

修
登

録

看護学群 事業 構想学群

（例）①

1年
前期

在学

全

学

共
通

科

目
ほ

か

1年
後期

在学

2年
前期

在学

L
|—

年
期

2
後

在学

在学期間(4年）

3年
前期

在学

3年
後期

在学

4年
前期

在学

修業期間4年を満たした状態... 
4年
前期

在学

本学に在籍した期間の合計(4年）

（例）②

1年
前期

在学

1年
後期

在学

（在学） ヽー、
9
学在（

‘,‘、
学
学

留
ぽ

留学
（在学）

在学期間(5年）※限度は8年

2年
前期

⇒羹

単位とは、 各科目の授業時間と学修の量を数値で示したもので す。学群ことに卒業に必要な単位数が定められてお り、
個々の科目について所定の時間を履修 し、試験その他の方法により合格と判定されたときに修得できます。また、授業の開
講形態（講義、演習、実習等）、開講時間数等により修得できる単位数が定められてい ます。

(l)単位の計算基準
授業科目 「 1単位」は、 「 教室内における授業時間」と 「事前・事後学修時間」とを併せて 45時間の学修時間により構成

されることを基準としています。 また、講義、演習、実習等の授業の方法に応じ、概ね以下の授業時間及び単位数としています。

講義 1時限(90分）の授業15回と事前・事後学修で2単位

演習 1時限(90分）の授業15回と事前・事後学修で1単位(2時限構成の場合2単位）

実験・実習・実技
2時限(180分）又は3時限(270分）の授業15回で1単位とします。
実験・実習と講義の併用は、2時限分の授業15回と事前・事後学習で2単位とします。

(2)卒業要件単位数
卒業するためには、前述の修業年限を満たした上で、各学群で 定め る所定の卒業要件単位数を修得しなければなりません。

また、卒業時には、所属学群のデイプロマポリシ ー ・ポリシ ー （学位授与方針） 5要素について、4 年間の学修成果を
自己評価及び教員評価し ます。この評価結果は、看護学群においては卒業判定の参考資料と な り ます。

食産業学群

卒業要件単位数 128単位 127単位 132単位

在学

2年
後期

在学

3年
前期

在学

修業期間4年を満たした状態

3年
後期

在学

4年
前期

在学

4年
後期

在学

遠隔授業 により修得する単位数は、60単位を超えない 範囲で卒業要件として修得できます。

(3)単位認定について
合格した科目の単位は、前期末・後期末に認定され ます。集中講義については、開講時期に応じ て、通常の科目と単位認

定時期が異な る場合があり ますので注意してください。なお、前期・後期の途中で退学・休学・除籍をした場合、その期に
履修してい る科目の単位は認定され ません。

また、他学群•他学類の授業科目の履修を希望する場合は、学長の承認を得て、60単位を超えない範囲で単位を修得す
ることができます。他の大学又は短期大学における授業科目の履修、大学以外の教育施設における学修、入学前の既修得単
位についても、申請・審査のうえ、学長が教育上有益と認められ る場合、他学群•他学類の授業科目で修得した単位数と合
わせて60単位を超えない範囲で、本学における授業科目の履修により修得したものとみなすことができます。

これらの他学群· 他学類履修、他大学等履修、入学前単位の履修・単位認定に係る申請や、本学開講科目との振替、卒業
要件単位への参入などについては、詳細をP24 (IV全学共通科目ほか） に記戦しています。
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学長の許可を受けて留学する場合、在学期間 に算入することができます。

本学に在籍した期間の合計(5年）

（例）③

基

盤

教

育

1年
前期

在学

1年
後期

在学

（休学）

L
|—

年
期

2
後

在学

在学期間(4年）※限度は8年

2年
前期

在学

（休学） 3年
前期

在学

3年
後期

在学

4年
前期

在学

修業期間4年を満たした状態... 
4年
前期

在学

⇒羹

基

盤

教

育

休学期間(l年）※限度は4年

本学に在籍した期間の合計(5年）
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〇履修登録について （履修規程第 3条、第 4条、第 5 条）

授業に出席し、所定の単位を修得するためには、 履修登録が必要です。履修登録 の手順の詳細はPl 8(111履修登録）に記載
しています。

総
論

〇—授業について

(1)授業科目
授業科目には、講義、演習、実験·実習、実技 があり、 必修科目、選択必修科目、選択科目に大別されます。卒業要件と して、

これらの科巨の修得単位数をそ れぞれ定めています。

必修科目 学群、学類、コ ースにおいて、その教育目的を達成するために、修得が義務づけられている科目です。
修得が進級要件に含まれる場合があります。

選択必修科目
指定された 科目群 の中から 、学生 が一定数の科目を選択 して修得することが義務づけられている科目です。
修得が進級要件に含まれる場合があります。

選択科目 学生 の自由選択により履修することができる科目です。

履
修
登
録

、a►1111►c三〕►

(2)シラバス（授業計画書）
授業科目毎の授業内容を明示した授業計画等を 「シラバス (syllabus) 」と いいます。

・シラバスには、授業科目の授業概要、授業計画、評価方法などが簡潔に説明されています。
・「学務管理システム」で参照することができます。
・シラバスは、履修登録の際や、履修の過程において、授業の目的や、全体の流れを確認することに活用してください。

(3)授業への欠席及び遅刻
単位の修得には、授業への出席が必要です。

·欠席届や忌引の取扱いはありません。欠席及び遅刻に対する取扱いは担当教員が判断します。
・学校感染症（新型コロナウイルス感染症やインフルエンザ等）と診断された、または、その疑いがあると診断されたら、出席停止と
なります。出席停止の扱いを受けるためには、所定の手続きが必要です。詳細についてはMYUpediaを参照してください。

全
学
共
通
科
目
ほ
か

(4)休講
授業が休止になることを休講と いいます。休講は、学務管理システムや学内メ ールで連絡します。

※休講は担当教員 の都合による他 、気象状況や自然災害等による場合があります。気象状況や自然災害等による休講・試験の
延については、 Pl7に記載されています。

(5)補講
補講は、休講等により授業時間が不足し、所定の内容が修得しきれな いと教員が判断した場合に行われます。補講の有無は、

授業中にアナウンスされるほか、休講の連絡方法と同様の方法で連絡します。

基
盤
教
育

(6)授業評価アンケ ー トについて
本学では、授業をより充実したものに改善することを目的に学生による授業評価アンケ ー トを実施しています。学期末 に学内メ ール

等で案内されますので、履修した科目について回答してください。

i 学類決:.:_ス選択［卒業研究］ 学：：与 I 

成績の評価方法について（学則第 30 条、第 36条、履修規程第 7条、第 8 条、第 9条、第 10 条、第 l l 条）

授業科目における成績は、シラバスで示された授業の到達目標に対する学生の学修到達度によって下表のように評価され、 学修
到達度は、試験その他シラバス等で示された方法によって評価されます。「 秀」 「優」 「良」及び 「可 」を合格として単位が付与されます。
学修到達度は、 その授業の開講時期の末 に期間を 定めて行う試験によって評価されます。

(1)試験（履修規程第7条）
期末試験は、筆記試験、口述試験、実技試験又は実験、実習、課題レポ ー ト により行います。受験の際は、 学生証を机上

に提示すること で本人確認を行いますので、 学生証を 必ず持参してください。下表の内容に該当する場合は、試験を受けること
ができませんので注意してください。

①
 

履修登録を していない学生。

② 試験時刻に20分を超えて遅参した学生。

期末試験の日程は、試験期間前に、 学務管理システムや学内メ ー ルでお知らせすると と もに、 MYUpediaにも掲載します 。

(2)レポート・制作物等の提出方法
レポ ー ト ・ 制作物等を 提出する際は、次の点に注意してください。

担当教員により、提出場所や方法の指示がな され ます ので、指示に従ってください。
また、提出期限を必ず守って、所定の場所に提出してください。
下記のレポー トボックスヘ提出が指示される場合があります。

提出方法 ［大和キャンパスレポー トボックス］ ［太白キャンパスレポー トボックス］
※本部棟3階及び4階、研究ラウンジ受付に設置 ※管理棟1階事務局入口付近に設置

※誤って他の科目のレポー トボックスに投函されたレポー トは 、提出期限後に未提出扱いとして本人に返却します。

①所属学群・学類・コ ース、②学籍番号、③氏名、④授業科目名、⑤担当教員名を記載してください。
記載事項 その他担当教員から指示された事項があれば記入してください。

氏名等が未記入の場合は、評価の対象となりませんので注意してください。

(3)追試験（履修規程第9条）
所定の試験に 欠席した学生に対する追試験は実施しません。ただし、病気その他特別の理由によりやむを得ず受験できなかっ

た学生に対しては、 本人からの願い出により追試験を行う こ とがあります。追試験の申請は、試験終了後1週間 以内に、 所定の
様式により申請を行い、 担当教員 の承認を得る必要があります。様式や添付書類等は、 MYUpediaを参照してください。

(4)再 試験（履修規程第10条）
試験を受験して不合格になっ た学生に対する再試験も実施しません。ただし、試験終了後に教授会等が必要と認め た場合は

実施されるこ とがあります 。なお、 再試験の成績評価は可が上限と なります。

なお、 必修科目について成績の評価が 「不可」 と なり、 単位を 修得できなかっ た場合は、次年度以降に再 履修を行い、 単
位を修得する必要がありますので注意してください。

評価 評点 学修到達度との関係

秀 90 点以上 学修到達度が特に 優秀な水準で 到達目標に達している。

優 80 点以上 90 点未満 学修到達度が優秀な水準で 到達目標に達している。

良 70 点以上 80 点未満 学修到達度が良好な水準で 到達目標に達している。

可 60 点以上 70 点未満 学修到達度が到達目標に達している。

不可 60 点未満 学修到達度が到達目標に達してい ない 。

また、下表の内容に該当する場合には、原則として成績評価を 「不可」としますので、こ注意ください。

① (l)試験の①又は②に該当 し、試験を受験でき なかった学生。

② 正当な理由なく試験 を受験しなかった学生。

③ 出席時間が、授業時間の5分の4に満たない学生。
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(5) 不正行為について（学則第30条、履修規程第ll条）
試験において不正行為をした学生に対しては、当該学期に登録しているすべての履修科目の 成績が 「不可」

学則による懲戒処分を行います。
※授業の出席に関し虚偽申告を行った学生に対しては、当該科目の 成績評価は 「不可」

っては、学則により懲戒処分を行うことがあります。

総

論

となるほか、

となるほか、その不正行為の状況によ

(6)グロ ーバルコミュニケ ー ション科目の受験資格の認定について
基盤教育の 「グロー バルコミュニケ ー ション科目」 では、学外の検定試験等において所定の条件を満たした場合、申請・審査の

上、授業の出席が一部免除されることがあります。ただし、学外の検定試験等については、申請日以前の2年以内に受験したものと
なるほか、出席を一部免除された場合でも、定期試験は必ず受験する必要がありますので注意してください。

詳しくは 「グローバルコミュニケ ー ション科目」の専任教員へお問合せください。

(7)成績発表について
授業科目における 成績の評価 については、前期は9 月末 、後期は3 月末に学修状況チェックシステム alaginMl で確認する

ことができます。（詳細は 「 (9)学修状況チェックシステム alagin (アラジン）Ml について」を参照）。また、評価の 内容は学業 成績証明書
に反映されます。

※ 「 不可」の評価となった科巨に限り、今後の学修に資するため、成績発表日を含むl0日間（土日祝含まず）のみ、成績質問を受け
付けます。

成績質問は、MYUpediaから所定の様式を取得し、提出してください。
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(8) GPA 制度
本学では、GPA制度を採用しています。GPA( グレ ー ドポイント平均値）とは、各授業科目の評点に基づきGP( グレ ー ドポイ

ント）を付与して算 出する、l単位あたりの平均値です。GPは次の式により求めた値とします。
GP=(評点ー 55) / l 0ただし、GP<0.5はGP=O.Oとする。

・学修状況および 成果を示す指標として 「 学期GPA」 「 年度GPA」 「通算GPA」の3 種類 を設定しています。計算式は以下とし
ており、小数点第3位以下を切り捨てて表記しています。

①学期GPAの計算式
（その学期に評価を受けた科目で得たG Pxその科目の単位数）の合計

学期GPA=
その学期に評価を受けた科目の単位数の合計
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②年度GPAの計算式

年度GPA=
（その年度に評価を受けた科目で得たG Pxその科目の単位数）の合計

その年度に評価を受けた科目の単位数の合計

③通算 GPAの計算式

通算 GPA=
（（各学期に評価を受けた科目で得たG Pxその科目の単位数）の合計）の総和

（各学期に評価を受けた科目の単位数の合計）の総和

·GPAは、卒業要件となる授業科目に含まれるものを対象科目としています。
ア）編入学または転入学した際の単位認定科目
イ）本学入学 前に修得した単位認定科目
ウ）他大学等との単位互換等で修得した科目

基

盤

教

育

•履修登録した科目を放棄すると、科目の 成績は 「不可」
登録取消期間中に所定の手続きを行って 下さい。

以下の科目はGPA対象科目に含まれません。

となり通算GPAに算入されます。履修を取り消す場合は、 必ず履修

(9)学修状況チェックシステム alagin(アラジン） Ml について
alaginMl (Academic Learning and Achievement Guiding Information Network system) は、 成績GPA、

履修単位数などの学修状況をいつでも確認できるチェックシステムです。
アクセスする際は、ログインペ ー ジのURL (https://allam l .jp/alag) に直接アクセスしてください。

詳しくは、MYUpediaに あるalagin/nigala Ml 利用マニュアルを参照してください。なお、毎学期末に行われる
授業評価アンケ ート実施期間中はそのアンケ ートに回答した後にalaginMl にアクセスできるようになっています。

►--►--►..► 111►1; 二］►.. 量璽

〇進級について（履修規程第1 2条）

看護学群 事業構想学群・食産業学群

配当年次において未修得の必修単位が通算(※) 6単位以下であるこ と。
全年次共通 （複数の年次で配当されている科目は、上級年次が 配当年次）

（※）通算とは、入学時からの累積

2 年次進級要件 卒業要件単位数のうち 30 単位以上を修得していること。

卒業要件単位数のうち64単位以上を修得していること。
3 年次進級要件 l·2年次に開講されている必修の専門教育科目の単位を 卒業要件単位数のうち64単位以上を修得していること。

すべて修得していること。

卒業要件単位数のうち 96単位以上を修得していること。 卒業要件単位数のうち96単位以上を修得していること。

4 年次進級要件
3年次に開講されている実習（母性、小児、成人、老年、精 加えて3年次に開講されている卒業研究科目の単位を修
神、地域、在宅、看護マネジメントの8つの領域）の単位を 得していること。
すべて修得していること。

学類の決定• 履修コ ー スの選択について（学則第21条、履修規程第13条、第14条）

(1)学類の決定
入学時に学類が決定していない学生は、1年次末までに所定の方法により所属する学類が決定されます。学類毎に定員を設定

していますので、必ずしも希望する学類に所属できるとは限りません。学類の決定方法等については、ガイダンス等で案 内されます。

(2)履修コー スの選択
事業構想学群価値創造デザイン学類では、専門性の高い科目を学べるよう履修コースを設けていますので、履修コースの届出

時期までに希望するコースの届出を行ってください。

学群 学類 履修コ ー ス 届出時期

事業構想学群 価値創造デザイン学類
感性情報デザインコ ー ス

2年次前期(4月） の所定の期日まで
生活環境デザインコ ー ス

゜←転学群 ・ 転学類及びコ ー ス変更について

(1)転学群・転学類について（学則第22条、転学群及び転学類に関する規程）
諸事情により転学群・転学類を希望する場合、後述するクラス担当教員等に相談してください。転学群及び転学類の選考は、

原則として欠員のある場合に限り行います。また、新たな転学類等を受け入れるかどうかは、教育上の支障の有無を勘案した上
で判断するので、毎年度必ず選考が行われるとは限りません。詳細は、MYUpediaに ある 「 宮城大学転学群及び転学類に関
する規程」 で確認してください。

(2)コー ス変更について（履修規程第14条）
選択した履修コ ー スの変更を希望する場合は、所属する学群の学群長の許可が必要となります。手続き 方法や時期等につい

ては、後述するクラス担当教員等に確認してください。
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卒業認定・学位授与について（学則第41条）

修業年限を満たし 、 各学群で定める卒業要件を満たした学生は、卒業が認 定され、学位が授与されます。各学類を修了した
者に授与される学位は下表のとおりです。

総論

学類 学位

看護学群 看護学類 学士（看護学）

事業プランニング学類 学士（事業プランニング学）

事業構想学群 地域創生学類 学士（地域創生学）

価値創造デザイン学類 学士（価値創造デザイン学）

食産業学群 生物生産学類及びフ ー ドマネジメント学類 学士（食産業学）

履
修
登
録

®学修支援について

学修や進路上、学生生活の悩みや不安などがある場合、 以下にこ相談ください。
なお、非常勤講師への学修上の相談や質問は、非常勤講師の来学時に行ってください。

(1)教員に相談したいとき
スタ ＿トアップセミナ-I 、IIの 担当教員が窓口となって相談を受け付けます。担当教員以外の 教員も受け付けていますので、各

教員ヘメ ール等で事前連絡の上、相談してください。

(2)職員に相談したいとき
事務局の 窓口が利用できる時間帯は、 平日8: 30~17: 50です。 事務 職員への相談や書類 等の提出は、 事務局窓口が利

用できる時間帯で行っ てく ださい。

全
学
共
通
科
目
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か

(3)学生相談室、保健室について
・保健室：大学構内でのケガや体調不良について は、保健室で対応すること が可能です。
・学生相談室：カウン セラー が常駐し 、 対人関係 、こころの 健康、生活全般、学業・進路な ど 、

とをはじめ 、様々な相談ができる場所です。費用は無料で、プライ バシ ーは厳守さ れます。
• 利用時間はMYUpediaで確認し てください。

(4)合理的配慮について
合理的配慮 とは、障がいや持病を有する学生に 、大学での学修を進める上で必要な配慮を行い 、障壁（バリア ）と なる

も のを除去することを意味し ます。障がいや持病 の有無にかかわら ず 、 すべて の学生が 、公平で平等に学修を進めること
ができる よう にするためです。合 理的配慮を希望する場合は、スチュ ー デントサ ー ビスセンタ ー（事務局 大和：学生支
援グル ープ 、太白：教務・学生支援グル ープ）に相談し てください。

学生生活における困り こ

回忍嶺翌芍1回-- - -·-­. . .... ..... ． ．．．．．．．．、・-·.., ., ..... ,,.,., ... 七：·r:

極謎翌認；i罰覧塁ュ・：：：． ：・，：'•!斗.., ..... , .... e:-:-
:: r,:,.,,. 翠忠；,e:;· ご：,,-; ふ.,.. , 心.,.,·:• 吟．；
固謬：屈恕;•I
〈MYUpedia〉

(゚1)大学からの連絡
学内行 事、集中講義などで連絡 事項が発生した場合や、

ありますので、学内メ ＿ルを確認してください。
また 、学内メ ール の他、 学 務管理システム(https://gakumu.myu.ac.jpからログイン）やMYUpediaを通じて 連絡を行うこと
があります。

②
 

学生生活に関する重要なお知らせは、 学内メ ールで周知 する場合が

【1】自然災害等による遠隔授業・休講への切り替えの基準
下記の 気象状況や自然災害等により学生及び教職員の通学・通勤が困難な場合や困難になると想 定される場合は、安全確保

のため遠隔授業への切り替え又は休講措置を行います。
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① 以下の時点 において 、 仙台市又は大和町に大雨· 洪水・暴風 ・大雪・暴風雪のいずれかの 「 警報」が発令さ れ、ス
チュ ー デントサ ー ビスセンタ ー長（以下SSC長）及び副センタ ー長が遠隔授業への切り替え又は休講が必要と判断した
場合(JR在来線（東北本線・常磐線· 仙山線・仙石線）の仙台駅を含む区間 の 運休又は運転見合わせや仙台市立小中高
校 の 休校を目安と し て判断し ます。）

原則、 前日16時又は17時の時点：翌日授業を『遠隔授業』 又は『休講 』 とする

（気象庁の発表に合わせて時間は前後する場合がある）

※実験・実習、 イ ンタ ーンシップ等遠隔授業への切替が困難な科目 の実施有無について は、当該基準に準じ 、各担当教
員（看護学実習の場合は学群長又は実習ワ ー キンググル ープ長）の判断に よります。各学群 より学生への周知を 行っ
てください。

上記のほか、学長及びSSC長が学生 の安全確保のため必要があると判断した場合

なお、 前日時点で 「 対面授業」と判断した場合も、天候の急変等により、遠隔授業又は休講へ切り替える場合があります。

【2】休講の基準
予め予想できない自然災害等が発生した場合や、遠隔授業による授業実施も困難な状況の場合は、 休講について判断するも

のとし ます。

午前7 時の時点 ：当日、

午前10時の時点：当日、

午前の授業(l ·2限）

午後の授業(3-5限）

『休講 』

『休講 』

上記のほか、学長及びSSC長が学生の安全確保のため必要があると判断した場合には、学外ウェブサイト 、学内メ ール など
によって周知されます。

(2)学生保険について
学内外で教育研究活動中、実習中、通学途中、サー クル活動中などに発生した傷害 事故（自分自身のケガ）．賠償 事故（他

人にケガをさせたり、他人の物を壊したりした場合の補償）に備えるため、入学時に学生保険に加入しています。詳細は、
MYUpedia の 「生活支援」に記載していますので、 参照してください。

(3)経済支援について
授業料の納付や、減免等申請、奨学金に係るお知らせなどは、 MYUpediaに記載していますので参照してください。
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I Ill . 履修登録 I 
ここでは、履修登録に係る手続きについて説明します。これらの内容の詳細は履修規程で定められています。

総
論

゜←履修登録とは（履修規程第3条）

授業に出席し 、所定の単位を修得するためには、定められた期間内に履修登録を行う必要がありま
す。計画を立て、確実に卒業要件を満たすように履修登録を行っ てください。履修登録に関する情報は、
MYUpediaに掲載します。

本学では、履修登録に学務管理システムを利用します。

゜←履修登録の手順

履修登録の手順は、 下函のとおりです。

・
履
修
登
録
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(1)事前作業

①「履修ガイド」で履修計画を検討
②「履修登録の手引き」で

スケジュールの確認
③「学務管理システム学生向け操作

手順書」の取得、操作方法の確認
④前期・後期時間割の確認
⑤シラバスの確認

回凡覧忍罰回··'出＇・ -... .. ,·• 団：··-·
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(1)事前作業
①「 履修ガイド」で履修計画を検討

「履修ガイド」には、各学群のカリキュラムの他、年次科目の 詳細が記載されています。 自分の希望する進路に合わせて、 履修計画
を検討してください。

② 「履修登録の手引き」でスケジュー ルの確認
「履修登録の手引き」には、 履修登録に係る詳細のスケジュー ルなど、 重要な情報が記載されていますので必ず確認してください。

③ 「 学務管理システム学生向け操作手順書」の取得・確認
MYUpedia に 「学務管理システムポータルサイト使い方（学生）」が掲載されます。基本的な操作手順が記載されていますので、

確認してください。
④時間割の確認

MYUpediaに、当該年度の 前期・後期の時間割が掲載されます。 同日・同じ時限に開講されている科目は同時に履修できませんので、
注意してください。

⑤シラバスの確認
学務管理システムから授業科目のシラバスを確認することができます。 シラバスには、授業科目の授業概要、授業計画 、評価

方法、 ナンバリング（詳細はPl9 「4科目ナンバリング」を参照） などが簡潔に説明されていますので参考としてください。

(2)履修登録
定められた期間内に学務管理システムで履修登録の操作をしてください。選択された内容は、 学務管理システムの 「時間割」で確認

することができます。 また、後期に開講する科目についても前期の履修登録期間に履修登録を行う必要がありますので注意してください。

(3)履修登録修正
履修登録の内容を修正したい場合、 定められた期間内 であ れば、 学務管理システムから登録内容を修正することができます。

後期 科目については、後期授業開始後に同様の修正期間を設けます。

(4)時間割の保存
履修登録 が行われた ことを 確認するため 、最終的な登録結果として、 時間割を保存してください。

(5)履修登録 取消
定められた期間内 であれば、履修登録を取り消すことが で きます。履修登録を 行 った科目 は自己都合で受講を取りやめても 「不

可」として評価され 、GPAに反映されます。履修の意思がな い場合は、定められた期間内に履修登録の取り消しを行ってください。

(6)履修登録 科目の 確定
履修登録に係る所定の手順を終える と 、最終的な登録内容が学務管理システムの 時間割 で確認でき ます。登録内容が

(4)で保存した時間割 と異なっている場合は、事務局に連絡してください。

〇履修登録上の留意点（履修規程第4条、第5条）

(1)履修登録可能な 単位数の上限
本学では、履修登録 できる単位数の 上限を 定めています。

履修登録単位数の上限

1~4年次 各年次における履修登録単位数の上限は、年間49単位まで

※ただし、以下の科目の単位数は、履修登録単位数の上限には含まれません。
•各学群の卒業要件に含まない科目
・春季休業日、夏季休業日及び冬季休業日に開講される集中講義等の科目
•他大学又は短期大学から履修を許可された科目のうち、教授会が特に必要と認めた場合

(2)単位修得済み科目の履修登録の禁止
一 度単位を修得した科目は、 再 度 履修登録を行うことはできませ ん 。

(3)集中講義科目の日程確認
集中講義科目を2科目 以上履修する場合は、

竺- CDEF 
① ②

01一

④

ー＿

③

日程が重複していな いかどうかを十分 確認した上で履修登録 してください。

(4)その他
履修登録 期間中には、履修登録に係 る連絡事項が伝えられ ます ので、学務管理システム 、MYUpedia 、学内メ ー ルを確 認

してください。

〇科目ナンバリング

(1)科目ナンバリングとは
学びの分野や順序等を表す 番号を 科目に付け 、教育課程の体系性を わかりやす く明示する仕組みです。授業の性格、位置づ

け等を明示していますので、科目 履修の際の 参考としてください。

(2)付番方法
原則として学類こ‘とに 、科目に固定して付番してい ます。同 一 科目で も、所属学類が異なると番号 が異なります。なお 、授業

科目の見直し等により再付番する可能性 があります。本学における科目ナンバリングは次の構成とします。

①学群・学類コ ー ド ②学問分野コ ー ド ③配当年次 ④順序番号

※コ ー ド表は、MYUpediaで参照できます。
例）科目名 「 スター トアップセミナ ー 1」の ナンバリングFA-INTR l O l は以下の内容を表します。
学群 ・学類コ ー ド：基盤教育群(FA )学問分野 コ ー ド：導入科目[Introductory Subjects] (INTR)配当年次： 1年次(l)
順序番号：①～③の付番が同じ組合せとなるグル ープの中で1 番目に位置づけ(01)
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I IV ■ 全学共通科目ほか

〇地域連携実践教育プログラムについて

(l)地域連携実践教育プログラムとは
地域の歴史 ・ 文化 ・ 資源を活かしたコミュニティづくりや、地域の人々と共に課題解決ができる人材の育成を目指し、宮城大学と

兵庫県立大学が連携して構築 ・ 推進している教育プログラムです。このプログラムでは、地域コミュニティの現場に触れ、自らの目で
見 て ・ 聞いて ・ 体験し、学習することで、地域の人々と共に考えながら、地域本来の良さを活かした、これからのコミュニティづくりの
提案を行える技能の習得を目指しています。

総

論

(2)単位
必修科目は、コミュニティ ・ プランナ ー (CP)基盤科目である基盤教育科目の 「 地域フィ ＿ ルドワ ＿ ク」1科目1単位、コミュニテ

ィ ・ プランナ ＿ 開講科目の 「 コミュニティ ・ プランナ ＿ ｝既論及び演習」 「 コミュニティ ・ プランナ ＿ 実践論」 「 コミュニティ ・ プランナ ーフ
イ ールドワ ー ク演習1」 「コミュニティ ・ プランナ ーフィ ールドワ ー ク演習II」の4科目6単位。また、選択科目として、各学群既存科目
である 「コミュニティ ・ プランナ ＿ 関連科目」のうち2領域以上から7科目13単位以上を履修します。合計20単位以上を履修するこ
とで 宮城大学 ・ 兵庫県立大学 「コミュニティ ・ プランナ ー 育成プログラム」の運営に関する覚書に基づき、卒業時に『コミュニティ ・ プ
ランナ ーアソシエイト』の称号及び証書が授与されます。

〈コミュニ テ ィ ・ プ ラ ンナ ー

コミュニティ ・ プランナ ー 基盤科目(5科目7単位）＋コミュニティ ・ プランナ ー 関連科目(7科目13単位以上）＝計20単位以上

・
履
修
登
録 1年次前期 2年次前期

［地域
フィ ールドワ ー ク］

l単位
全学群必修

2単位
全学群対象
（選択）

2単位
CP概論及び
演習
単位取得者対象

l単位
CP概論及び
演習
CP実践論
単位取得者対象

全

学
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科

目
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か

(CP) プログラム科目構成〉
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[CP概論
及び演習］

2年次後期

[CP実践論］

3年次前期

[CPフィ ールド
ワー ク演習I J 

3年次後期

[CPフィ ールド
ワ ー ク演習II]

l単位
CP概論及び
演習
CP実践論
CPフィ ールド
ワー ク演習l
単位取得者対象

1年次~4年次

CP関連科目（選択）
※別表を参照

・グリ ーンケア
・グリ ーンデザイン
・グリ ーンビジネス
上記のうち
2領域以上から
7科目13単位以上
選択必修
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『コミュニティ ・ プランナ ー アソシエイト』称号及び証書授与
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<CP概論及び演習＞

地域社会で活躍する専門家と連携した
グループ演習により、現地調査の方法、
ワ ー クショップの運営、意見のまとめ方
など、フィールドワ ー クの基本的技能の
習得を目指します。

<CP実践論＞

実践者 ・ 専門家の講義やフィールドワ ー

クを通じた事例分析により、CPとしての
知識 ・ 理解を深めます。

<CPフィ ールドワ ーク演習 1·11>

コミュニティ再生の実践的経験を通し
て、CPとしての職能を理解しながら様々
なステー クホルダー との協働手法や地
域課題解決手法の習得を目指します。

基

盤

教
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別表 コミュニティ ・ プランナ ー (CP) 関連科目 (2領域以上、7科目 13単位以上を修得）

(3) 

総
論

① GREENの視点
持続可能（サステイナブル）な地域コミュニティを構築し、維持してゆくためには、緑ある環境をベ ースにして、人、植物、動物、

すべての生命（いのち）がつながり、関わり合うことが必要です。本プログラムでは、このような、すべての生命（いのち）のつなが
り、関わりを意味するものを 「 GREEN」と呼びます。 「 GREEN」は花や樹木などの植物だけでなく、 「 みどり色」の持つイメ ー ジそ
のものを指し、光り輝く緑からイメ ー ジできる生命（いのち）の輝き、人びとが集い、笑顔があふれる地域社会など、持続可能な地
域社会を支える新しい視点です。

②ステ ー クホルダーと連携したフィールドワ ー ク
カリキュラムは主に 「講義＋フィ ールドワ ー ク（実践）」の形式を取り、フィ ールドでの実践を通して講義での学びを深めていき

ます。また、第 一 線で活躍する専門家と共に学ぶことのできる実践的な科目構成となっています。自治体や企業 ・ NPO等の地域
社会のステ ー クホルダー と連携したフィ ールドワ ー クを取り入れることで、コミュニティから求められている企画力やファシリテ
ー ション能力、プレゼンテ ー ションや実行力といった社会に貢献できる能力を育成します。

履
修
登
録

口
全
学
共
通
科
目
ほ
か

プログラムの考え方及び特色

(4)履修方法及ぴ履修手続等

①履修方法
通常の履修登録と同様に学務管理システムで行ってください。履修登録の際は、別冊で配布される 「 履修登録の手引き 」をよ く

確認してください。

②履修登録単位数の上限と卒業要件単位への算入
履修登録単位数には上限があります。Pl9 「 3(l)履修登録可能な単位数の上限」を確認してください。なお、卒業要件単位に

入らない科目は、履修登録単位の上限からも除外されます。
全学群（看護学群、事業構想学群、食産業学群）において、基盤教育科目 「地域フィールドワ ー ク」と 「コミュニティ ・ プランナ ー

概論及び演習」が卒業要件単位として認められ、前期の履修登録単位数に含まれます。 「コミュニティ ・ プランナー 実践論」 「コミ
ュニティ ・ プランナーフィ ールドワ ー ク演習1」 「コミュニティ ・ プランナ ーフィ ールドワ ー ク演習 II」は卒業要件単位には入りません
（地域創生学類を除く）。

③看護学群生による履修
看護学群生が、コミュニティ ・ プランナ ー 開講科目の 「コミュニティ ・ プランナ ー 実践論」 「コミュニティ ・ プランナ ーフィールドワ

＿ ク演習l」 「コミュニティ ・ プランナ ＿フィ ＿ルドワ ＿ ク演習II」を履修する際には、他学群履修の扱いとなります。P24 「 2(l)他
学群又は他学類の履修について ・ (2)単位認定に係る申請について」を確認してください。

④コミュニティ ・ プランナ＿ 関連科目
コミュニティ ・ プランナ ＿ 関連科目については、各学群学類で開講している既設科目の履修となります。他学群•他学類にて開

講している科目を履修する場合には、学群 ・ 学類毎に履修要件が異なります。詳しくは 「 宮城大学他学群•他学類履修及び他大学
等履修に関する実施要綱」を確認してください。

※コミュニティ ・ プランナ ー 関連科目は、各シラバス ・ 時間割どおりに開講されますので、別キャンパスの科目を履修する場合はキャ
ンパス間の移動時間等に注意して履修登録を行ってください。

基
盤
教
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領 科目名 開講
眉 開講学類 科目名

開講
羹 開講学類域 年次 年次

人間発達学 1前 2 看護 地域資源論 2後 2 事業プラン ニ ング ／地域創生
価値創造デザイ ン

人間関係論 1後 2 看護 地域社会学 2後 2 事業プラン ニ ング ／地域創生
価値創造デザイ ン

臨床心理学 1後 2 看護 コモンズデザイン論 3前 2 事業プラン ニ ング ／地域創生
価値創造デザイ ン

災害活動論 1後 2 看護 地域医療福祉政策論 3前 2 事業プ フ ン ニ ング ／地域創生
価値創造デザイ ン

ライフステージ看護学概論l 1後 2 看護 地理情報分析 3前 2 事業プラン ニ ング ／地域創生
（全学群の学生履修可） 価値創造デザイ ン

グ ライフステー
生

ジ看
履
護

修
学
可
概
）
論II 2前 2 君護 ツーリズムデザイン 3後 2 事

価値
業

創
プラ

造
ン

デ
ニ
ザ

ン

イ
グ

ン
／地域創生

リ （全学群の学

I 地域看護学概論 2前 2 看護 食農素材化学 2前 2 生物生産
ン 事業プラン ニ ング ／地域創生 3目しl 生物生産
ケ 地域学 2前 2 価値創造デザイ ン 食品衛生学 2前 2 フー ドマネジメ ン ト
ア

行政学 2前 2 価
事

値
業

創
プラ

造
ン

デ
ニ
ザ

ン

イ
グ

ン
／地域創生 動物生殖学 2後 2 生物生産

地域調査法 2前 2 価
事

値
業

創
プラ

造
ンデニザ

ン
イ

グ
ン
／地域創生 生理学 3前 2 生物生産

フー ドマネジメ ン ト

社会調査法 2後 2 
事業プラン ニ ング ／地域創生 栄養科学 3前 2 生物生産
価値創造デザイ ン フー ドマネジメ ン ト

公共経営 2後 2 
事業プラン ニ ング ／地域創生 フー ドコミュニケーション 3後 2 生物生産
価値創造デザイ ン フー ドマネジメ ン ト

コミュニティビジネス 2後 2 価
事

値
業

創
プラ

造
ンデニ

ザ
ン
イ

グ
ン
／地域創生 食品の安全性管理 3後 2 生物生産

フー ドマネジメ ン ト

地域分析学 2後 2 価
事

値
業

創
プラ

造
ン

デニザ
ン

イ
グ

ン
／地域創生 ライフステージ栄養学 4前 2 フー ドマネジメント

計 28科目

地域学 2前 2 
事業プ ラ ン ニ ング ／地域創生 交通計画 3前 2 事業プラン ニ ング ／地域創生
価値創造デザイ ン 価値創造デザイ ン

行政学 2前 2 事業プラン ニ ング ／地域創生 コモンズデザイン論 3前 2 
事業プラン ニ ング ／地域創生

価値創造デザイ ン 価値創造デザイ ン

地域調査法 2前 2 価
事

値
業

創
プラ

造
ン

デ
ニ
ザ

ン

イ
グ

ン
／地域創生 災害の科学（水） 3前 2 

事業プラン ニ ング ／地域創生
価値創造デザイ ン

国土・地域計画 2前 2 
事業プ ラ ン ニ ング ／地域創生 地域環境政策 3前 2 

事

価値
業

創
プラ

造
ン

デニザ
ン

イ
グ

ン
／地域創生

価値創造デザイ ン

災害の科学（土） 2前 2 
事業プ ラ ン ニ ング ／地域創生 地理情報分析 3前 2 価

事

値
業

創
プラ

造
ン

デ
ニ
ザ

ン

イ
グ

ン
／地域創生

価値創造デザイ ン

防災計画 2前 2 価
事

値
業

創
プラ

造
ンデニ

ザ
ン
イ

グ
ン
／地域創生 風士・伝統デザイン 3前 2 価

事

値
業

創
プラ

造
ン

デ
ニ
ザ

ン

イ
グ

ン
／地域創生

都市と文化 2前 2 事業プラン ニ ング ／地域創生 ビジネスプロセス論 3後 2 価
事

値
業

創
プラ

造
ン

デニザ
ン

イ
グ

ン
／地域創生

価値創造デザイ ン

グ 情報と環境 2前 2 価
事

値
業

創
プラ

造
ンデニ

ザ
ン
イ

グ
ン
／地域創生 農業農村振興論 3後 2 

事

価値
業

創
プラ

造
ン

デニザ
ン

イ
グ

ン
／地域創生

リ 身体と認識 2前 2 
事業プラン ニ ング ／地域創生 景観工学 3後 2 価

事

値
業

創
プラ

造
ン

デニザ
ン

イ
グ

ン
／地域創生

I 価値創造デザイ ン

ン 社会調査法 2後 2 価
事

値
業

創
プラ

造
ンデニザ

ン
イ

グ
ン
／地域創生 ツーリズムデザイン 3後 2 価

事

値
業

創
プラ

造
ン

デ
ニ
ザ

ン

イ
グ

ン
／地域創生

デ
公共経営 2後 2 事業プラン ニ ング ／地域創生 地区・街区計画 3後 2 

事業プ フ ン＿ ング ／地域創生
価値創造デザイ ン 価値創造デザイ ン

ン コミュニティビジネス 2後 2 価
事

値
業

創
プラ

造
ンデニ

ザ
ン
イ

グ
ン
／地域創生 サステイナブルデザイン 4前 2 

事

価値
業

創
プラ

造
ン

デニザ
ン

イ
グ

ン
／地城創生

地域分析学 2後 2 事業プラン ニ ング ／地域創生 地域食産業論 2後 2 生物生産
価値創造デザイ ン フー ドマネジメ ン ト

都市計画 2後 2 価
事

値
業

創
プラ

造
ンデニザ

ン
イ

グ
ン
／地域創生 アグロテクノロジ一 2後 2 生物生産

フー ドマネジメ ン ト

地域プロジェクトマネジメント 2集中 2 
事業プラン ニ ング ／地域創生 環境科学 3前 2 生物生産
価値創造デザイ ン フー ドマネジメ ン ト

地域資源論 2後 2 事業プラン ニ ング ／地域創生 食産業政策論 3前 2 生物生産
価値創造デザイ ン フー ドマネジメ ン ト

地域社会学 2後 2 事業プラン ニ ング ／地域創生 フー ドコミュニケーション 3後 2 生物生産
価値創造デザイ ン フー ドマネジメ ン ト

ユーザビリティ 2後 2 事業プラン ニ ング ／地域創生 食品の安全性管理 3後 2 生物生産
価値創造デザイ ン フー ドマネジメ ン ト

CSR·CSV 3前 2 
事業プラン ニ ング ／地域創生 食文化論 4前 2 フ ー ドマネジメント価値創造デザイ ン

グローカル共生論 3前 2 価
事

値
業

創
プラ

造
ンデニ

ザ
ン
イ

グ
ン
／地域創生 計39科目

公衆衛生学 1後 2 看護 食品マーケティング基礎 2後 2 生物生産
フー ドマネジメ ン ト

地域活性化とビジネス 1後 l 価
事

値
業

創
プラ

造
ンデニザ

ン
イ

グ
ン
／地域創生 地域食産業論 2後 2 生物生産

フー ドマネジメ ン ト

地域学 2前 2 事業プラン ニ ング ／地域創生 施設園芸学 2後 2 生物生産価値創造デザイ ン

行政学 2前 2 価
事

値
業

創
プラ

造
ンデニザ

ン
イ

グ
ン
／地域創生 アグリビジネス論 2後 2 生物生産

地域調査法 2前 2 事業プラン ニ ング ／地域創生 食材生産経営学 2後 2 生物生産価値創造デザイ ン

地域企業論 2前 2 価
事

値
業

創
プラ

造
ンデニザ

ン
イ

グ
ン
／地域創生 畜産食品学 2後 2 フー ドマネジメント

社会調査法 2後 2 価
事

値
業

創
プラ

造
ンデニ

ザ
ン
イ

グ
ン
／地域創生 水産食品学 3後 2 生物生産

2後 フー ドマネジメ ン ト

グ 公共経営 2後 2 事業プ ラ ン ニ ング ／地域創生 食料・農業・農村政策 3前 2 生物生産
価値創造デザイ ン フー ドマネジメ ン ト

リ
コミュニティビジネス 2後 2 価

事

値
業

創
プラ

造
ンデニ

ザ
ン
イ

グ
ン
／地域創生 露地園芸学 3前 2 生物生産I 

ン 地域分析学 2後 2 事業プラン ニ ング ／地域創生 ローカルフー ドシステム論 3前 2 フー ドマネジメントビ 価値創造デザイ ン

ジ 地域資源論 2後 2 価
事

値
業

創
プラ

造
ンデニ

ザ
ン
イ

グ
ン
／地域創生 食産業政策論 3前 2 生物生産

ネ フー ドマネジメ ン ト

ス 地域社会学 2後 2 事業プラン ニ ング ／地域創生 付加価値食材生産法 3後 2 生物生産価値創造デザイ ン

コモンズデザイン論 3前 2 価
事

値
業

創
プ ラ

造
ンデニザ

ン
イ

グ
ン
／地域創生 暮らしと作物 3後 2 生物生産

フー ドマネジメ ン ト

地域産業政策 3前 2 価
事

値
業

創
プラ

造
ンデニザ

ン
イ

グ
ン
／地域創生 動物生産管理学 3後 2 生物生産

地理情報分析 3前 2 事業プラン ニ ング ／地域創生 現代食農ビジネス論 3後 2 生物生産
価値創造デザイ ン フー ドマネジメ ン ト

社会起業論 3前 2 価
事

値
業

創
プラ

造
ンデニ

ザ
ン
イ

グ
ン
／地域創生 フー ドコミュニケーション 3後 2 生物生産

フー ドマネジメ ン ト

ツーリズムデザイン 3後 2 事業プラン ニ ング ／地域創生 食品の安全性管理 3後 2 生物生産
価値創造デザイ ン フー ドマネジメ ン ト

計 34科目
23 

宮
城
大
学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
全
体
像

総
論

履
修
登
録

II
全
学
共
通
科
目
ほ
か

基
盤
教
育



宮
城
大
学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
全
体
像

他学群•他学類履修、 他大学等履修、 入学前既修得単位の単位認定について（学則第 37 条、 第 38 条、 第 40 条）

(1)他学群または他学類の履修について
他学群•他学類の授業科目の履修を希望する場合は、 学長の承認を得て、 60単位を超えない範囲で単位を修得することが

できます。 他学群•他学類として学生が申請できる授業科目は下表のとおりです。

総論

学群 他学群•他学類の学生が申請でき る授業科 目 の範囲

看護学群 授業形態が 「講義」区分の科目

事業構想学群 科目区分 「 卒業研究」を除く全ての科目

食産業学群
全ての科目（ただし、 科目区分 「 卒業研究」については、 食産業学群の学生が、 所属していない他
学類の科目を申請できる）

(2)単位認定に係る申請について
他学群又は他学類の授業科目の履修、 他の大学又は短期大学における授業科目の履修等、 大学以外の教育施設における学修、

入学前の既修得単位の認定に係る申請は下表のとおりです。 これらの申請が必要な場合は、 事務局窓口にて、 あらかじめ相談し
てください。

履
修
登
録

口
全
学
共
通
科
目
ほ
か

基盤教育

学群 要件 履修 に係る申請 単位認定 に係る申請

本学の他学群•他学類の あらかじめ当該 授業科目担
前期又は後期の 授業科目

① 授業科目を履修したいとき
当教員の確認を得ること 履修登録期限 前ま でに、

（他学群•他学類履修） 承認申請を行うこと
当該単位を修得した年の翌
年の前期 授業科目の履修

在学中に、 他の大学又は 登録期限日までに、 在党
あわせて短期大学（外国の大学· 杢修得里位の認定申請を

短期大学を含む）、高等専 他大学等との 協議又は単 行うこと ※1 60 単 位
② 門学校の専攻科等におけ 位互換協定等に基づくもの

事前申請を行うこと を超えな

る授業科目を履修したいと い もの

き（他大学等履修）

入 学する前に、 大学又は 入 学初年度の指定された
短期大学において修得した 期日までに、 入学前既修

③ 単位を認定したいとき 得里位の認定圭請を行うこ
（入学前既修得単位） と※1

※1 ②、③の認定申請は、 所定の申請書に加えて、 以下の書類を添える必要があります。
・成績証明書（単位を修得した大学等の発行するもの）
．申請する授業科目について、 単位を修得した大学等が作成した 授業科目の内容、 単位制度等、 単位の換算認定に必要な資料

※な お、 呂 ム 立互 ネットワ ー クに する .....に づく ‘ に する 各については、P26に記載しています。

(3)単位認定された授業科目の本学開講科目との振替について
②他大学等履修、 ③入学前既修得単位として単位認定された科巨については、 本学開講科目において単位を修得したものとし

て、 申請・審査の上、 振り替えることができます。
呂 こ ミ ヘの 一 の口 ‘は 凸 ＾において

― 呂 び邑米目 き ミ と 立芸-さ たミ の 六

を相互に比較し、 その類似性により決定します。
ただし、 看護学群において振替により卒業要件単位に算入することのできる授業科目は基盤教育科目6単位及び専門基礎科目25

単位とし、 その上限を31単位とします。

(4)振替できない科目の卒業要件単位数への算入について
単位認定された科目のうち、 振替できない科目の卒業要件単位数への算入は下表のとおりです。 なお、 これらの科目について、

卒業要件単位算入の認定を希望する学牛は、別途申請を行う必要がありますので、 事務局窓口にて、 あらかじめ相談してください。

区分（略称） 看護学群 事業構想学群 食産業学群

基盤教育科目に区分し 3 単位、 他学
外 ① 他学群•他学類履修 類科目は専門関連科目に区分し 8 単
国 位、 総計 8 単位まで算入可能
人
，，，， 由

基盤教育科目に学 基盤教育科目に 総計 8 単位生 区分し6単位 区分し 3 単位 まで算入可能
② 他大学等履修 まで算入可能 まで算入可能

＜ 基盤教育科目に区分し、 3 単位まで学
生 算入可能

③ 入学前既修得単位

① 他学群•他学類履修
他学類科目は専門関連科目に区分
し、 総計8単位まで算入可能

外
国

総計 8 単位人 算入不可 算入不可
留 ② 他大学等履修 まで算入可能
学
生

③ 入学前既修得単位

(5)単位認定を受けた授業科目の成績表記について
単位認定された科目について、 成績表記は下表のとおりです。 なお、 ①については、 本学の開講科目のため、 成績及び科目担

当教員名が明記されますが、 ②③については、 単位が認定されたことのみ記載されます。

区分 科目分 類 科目 区分 科目名称 単位数 成績評価 科目担当
の表記 教員名

履修した 履修した 履修した
他学群· 秀・優

① 他学群•他学類履修 科目の 科目の 科目の 記載
他学類 良・可

区分 名称 単位数

うち 振替し た 振替し た 振替し た
振替可能 科目の 科目の 科目の
授業科目 区分 名称 単位数

② 他大学等履修・
入学前既修得単位 他大学等 認 空欄

③ 

履 修 し た 原則として、
うち振替 他大学等の 履修した他大
できない 授 業 科 目 学等の配当単
授業科目 名称 位数
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〇学都仙台単位互換ネットワーク 単位互換制度

(1)学都仙台単位互換ネットワ ー ク 単位互換制度とは
学都仙台単位互換ネットワ ー クは、 この制度に参加する大学、短期大学、高等専門学校に在籍する学生が、 他の参加校の授

業科目を履修し、そこで取得した単位を在籍する大学等の単位として認定する制度です。 この制度による授業科目の履修には、
原則として、授業料はかかりません（放送大学の授業料を除く。実習費用等が別途かかる場合があります）。履修できる授業科目（シ
ラバス）や受講者数、その他の条件等については、 受入れ大学が決定し、 募集要項に定めています。

提供される科目や出願期間は大学こ‘とに毎年変わりますので、 詳細は、 学都仙台コンソ ー シアム単位互換ネットワ ー クのウェ
ブサイトを確認してください。

総
論

(2)単位互換制度の申請方法

①受講手続きの流れ

謬
〈学巴墨

〇学外研修・グローバルインターンシップ

(1)学外研修・グロ ー バルインタ ーンシップとは
国内・海外を問わず学外における 一 定期間の計画的なプログラムに参加し、一 定の成果を得られた場合、全学共通科目の 「学外

研修」の単位を修得することができます。また、主に海外における 一 定期間の研修を通して、グロ ー バル人材として必要なスキル、社
会で必要なコミュニケ ー ション能力を身につけ、一定の成果を得られた場合、全学共通科目の 「グロ ー バルインタ ーンシップ」の単
位を修得することができます。

(2)科目の履修方法
学外研修 、グロ ー バルインタ ーンシップの2科目とも、学内選考のうえで参加が決定します。そのため、学務管理システムでの履

修登録は行わず、国際交流・留学生センタ ー 、基盤教育群等から案内される募集手続きに従って応募•履修登録します。詳細は各
担当部局で配布する募集要項等を確認してください。なお、看護学群は実習期間により参加できる日程が限られる場合があります
ので、実習日程を確認の上で応募してください。

宮城大学カリキ
ュ
ラム の全体像

募集要項・ 履修申請（出願） 履修許可・受講開始 成績連絡 卒業要件単位参入出願期間の確認
前 前年度3月 3月~4月 4月 10月 翌年度4 月期
後 前年度3月 8月（大学により 4月） 10月 3月 翌年度4 月期

→ → → → 

手 各大学から提供科目・募 ウェブサイトに出願期間 宮城大学事務局から履 宮城大学車務局より成 既修得単位認定の申請

， 
集要項提示 提示 修の案内を受け取り次 績連絡 を宮城大学事務局に提
ウェブサイトにて公開開始 各大学の出願期間の1週 第、授業の受講開始 出

間前までに単位互換願
ミ/)Iし 書を宮城大学事務局あれ てに提出

総
論

履
修
登
録

②出願資格
宮城大学に在籍する学生（大学院生、研究生 、科目等履修生及び特別聴講生を除く。）で、申請し許可を受けた方が対象です。

ただし、科目によっては、女子学生に限る場合や 「 0年次生以上」という受講の制限を設け ている場合がありますので、科目の履
修を希望する大学等の募集要項を確認してください。

なお、相手先の大学によっては、最初の受講前に事前連絡が必要になる場合がありますので、各受入れ大学のウェブサイト 、
募集要項で確認してください。

履
修
登
録

③出願期間
出願期間は、相手先の大学によって違います。希望する大学の出願締切の 1 週間前までに、宮城大学事務局へ④の願書を提出

してください。なお、相手先の大学によっては、前期・後期科目ともに4月を出願期限としている場合があります。

口

全

学

共
通
科
目
ほ
か

④出願方法
履修を希望する場合は、 「 単位互換学生（特別聴講学生）願書」（共通様式または各校指定様式）に必要事項を記入して、

宮城大学事務局へ提出してください。その他必要書類があれば窓口でお知らせします。

⑤授業の履修
出願があってから、相手先の大学で審査が行われ、受講の可否が決定します。受入校からの 「受入決定通知書」をもって履修

決定となりますが、それ以前でも講義を聴講することは可能です。受講が決定したら宮城大学事務局よりお知らせします。

⑥成績連絡
履修した科目の成績は、宮城大学を通じてお知らせします。 相手先大学から連絡があり次第、学内メ ー ル又は学務管理システ

ムでお知らせしますので、宮城大学事務局窓口で受け取ってください。

II
全

学

共
通
科
目
ほ
か

⑦単位の認定及び卒業要件単位への参入
⑥で成績が通知された場合、既定の範囲内で単位の認定及び卒業要件単位に算入することができます。詳細は、 「宮城大学他

学群•他学類履修及び他大学等履修に関する実施要綱」に定めていますので、MYUpediaで確認してください。
基
盤
教
育

基
盤
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メモ欄： I V ■ 基盤教育 I 

総

論

皆さんは大学での学びをどのようにお考えでしょうか。これまでの皆さんの学びの方法は、文法であれ、法則であれ、情

報活用のスキルであれ、あるいは歴史・文化・社会についての知識であれ、教えられたことを覚える、といったものではなか

ったでしょうか。しかし、大学での学びは、教えられたことを覚えるだけでは十分とはいえません。大学での学びの中心は、

教えられたことを踏まえながらも、自ら考え、課題を見出し、その解決策を探求していくことにあります。そのためには、自ら

調べ、考えを深めることのみならず、他者と意見を交わし、自らとは異なる見解や文化のなかに問題解決の可能性を探る

ことも必要となります。学問に触れ、地域とかかわり、他者と交わるなかで、身近な地域に、多様な社会に、そして広い世界

のなかに自らを位置づけることによって、将来の展望を持つことができるようになる。宮城大学は、このような考えのもと、

大学での学びが生涯の学びの糧となることを願っています。

その意味では、皆さんの大学での学びが充実したものとなることが肝要です。そして、そのための最初の働きかけが宮

城大学の基盤教育です。基盤教育では、3つの力（知）を養います。1つ目は、基礎的な言語・数量・情報を使いこなすカ

（技法知）。2つ目は、学知を理解し、検討し、新たな視点を見出す力（学問知）。そして3つ目は、自己と他者への理解を深

め、他者と協働しながら目標を達成する力（実践知）。これら3つの力（知）の修得を通じて、人間力の向上、生涯にわたって

学び続ける力の涵養、そして明日の姿を見通す力の育成を目指します。

専門教育
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情報統計 導入
グロー ハル

コミュニケ
ー

ション

フレッシュマンコア

上の図に示すように、基盤教育は 「導入科目」 「情報統計」 「芸術・人文学」 「人間科学」 「社会科学」 「グロ ーバルコミュニ

ケー ション」 「自然科学」 「実践基礎」 「全学共通科目」の9つの科目分野から構成されています。各分野の概要については、

ペー ジをあらためて、こ紹介します。
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〇フレッシュマンコアとは

基盤教育科目の中核として、将来の社会に求められる基礎力の養成と地域社会や情報技術の理解のための全学必修科目群をフ
レッシュマンコアと呼びます。

フレッシュマンコアは、技法知、学問知、実践知の修得に向けた基礎トレ ー ニングの場です。ここではまず専門科目を主体的に学
ぶための礎を築きます。また、少人数のグル ープで課題に取り組み、仲間とともに学びながら、多様な意見から集団で適切な仮説や
答えを導き出す能力を養っていきます。さらに、地域や社会の一 員として自らの果たすべき役割についても考えを深めていきます。こ
れら一 連の営みを通じて、一人ひとりの生涯の学びの基盤を確かなものにしていきます。

総
論

〈フレッシュマンコア〉

「明日の姿を見通す力」を身につける宮城大学の基盤教育スタンダー ド

技法知
リテラシ ー

履
修
登
録 思考力の基本的な

トレー ニング
行います。

実践知
践力

人間力＋学び統けるカ

� 

フレッシュマンコアとして全学必修科目に指定されている科目は、以下の通りです。

①スタートアップセミナ ー I …•• ► 宮城大学での学びの基礎を確立するための科目です。前半は、大学での学びに必要な知見や スキル
を講義形式で学びます。後半は、 課題解決に向け た主体性・協働性の涵養にも配慮し、少人数でのグ ル ープワ ー クが中心となります。

②スタートアップセミナ ― II …•• ►前半は、在学中に必要とされるだけでなく、卒業後にも利用可能な、汎用性の高い知見·態度の涵養
とスキルの修得を目指します。後半は、キャリア・デザインの授業を通じて、自分自身の現在・過去·未来を考えていきます。

③地域フィー ルドワ ー ク ……•• ►地域を歩き、自らのミッション を問う。地域に貢献できる人材の持つべき素養として、地域（東北、宮
城等）の自然・歴史・文化等 を学びながら、地域の多様な人々や地域が抱える課題に目を向け、自らの 「果たすべき役割」を考えていきます。

④コンピュ ーター リテラシ— •… ►リテラシー とは元々は読み書きの能力を指します。この科目では、コンピュ ーター とネットワ ー クをま
さしく文房具として活用するための技法を習得します。道具を上手に使えることは生産性に直結します。

⑤情報化社会と技術 … … …•• ►学 問 として の計算機科学への導入科目です。 す な わち、 情報 の理論、コンピュ ー タ ー の仕組
み、プログラムと通信の原理を学びます。現代社会を支える情報システムの根幹を成す理論の枠組みを知ることは、それら をうまく利用
するためにも極めて重要です。

⑥基礎統計学I ................ ► A l やビッグデータ時代といわれる現代社会において、統計学に裏打ちされ た数量科学的検証の重
要性が 高まっています。その応用は、あらゆる分野と幅広く、様々な性質のデータに対して統計解析を適切に実行し、妥当な解釈を得る
には、正しい知識と解析技術が不可欠です。本講義では、グラフ や表による標本データの整理・表現法を身につけ、記述統計を基礎とし
た理論や解析技術を学びます。

⑦必修英語科目（以下の6つの英語科目も全学必修です）
English Gateway I 、 English Self-Expression I

English Gateway II 、 English Self-Expression II

English for Academic Purposes 、 English Expedition
.............................. ►世界中の社会や技術発展について書かれたテキストやオンライン教材を使用し、読解の能力を強化

させる一方、 スピー キング やライティングを通し、異なる表現方法を学びます。また、英語の教材を通して、様々な視点や異文化理解を
身につけることを目指します。
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〇—基盤教育における9つの科目分野

基盤教育では、以下の9つの科目分野に、63科目を配しています。そのなかでも 「 ＊」の付いている科目は全学必修科目となります。
この他にも、学群ことの必修科目が存在します。

(1) 導入科目：宮城大学の基盤教育を特徴づける科目分野

スタ ー トアップセミナ ー I * スタ ー トアップセミナ ー II * 地域フィ ールドワ ー ク ＊

(2) 情報統計： Al 時代・情報化社会の基本スキルを修得するための科目分野

コンピュ ータ ー リテラシー＊ 情報化社会と技術＊ 基礎統計学I * 

基礎統計学II cai 

総
論

(a)「基礎統計学 II 」は、事業構想学群およぴ食産業学群の必修科目です。

(3)芸術・人文学：豊かな精神性の涵養に資する科目分野

現代メディアカルチャ ー 論 美術 音楽

美術演習 音楽演習 文学

世界の歴史と文化 日本の歴史と文化 東北の歴史と文化

人と宗教

(4)人間科学：心身の健康と健やかな生活環境の構築に資する科目分野

心理学 健康科学 スポ ー ツ実技

体を動かす楽しみ スポ ー ツ科学 福祉入門
履
修
登
録

食と社会 (b)

(b)「食と社会」は、食産業学群の必修科目です。

(5)社会科学：社会の理解に資する科目分野

憲法 政治学概論 国際関係論

社会と経済 現代東北社会論 社会の諸相

社会と哲学 人口学概論 文化人類学概論

(6)グロ ー バルコミュニケ ー ション：国際感覚の育成に資する科目分野

全

学共通科
目ほか

English Gateway I * English Self-Expression I * English Gateway II * 

English Self-Expression II * English for Academic Purposes* English Expedition* 

Unive rsity English Academic Writing Academic Reading 

中国語 I 中国語 II 韓国語 l

韓国語 II スペイン語 I /Spanish I スペイン語 II /Spanish II

国際日本学/Japanology  グロ ー バル ・ ビジネス/Global Business 

(7)自然科学：自然の理解に資する科目分野

数学概論 数理科学 物理概論

化学概論 (c} 生物概論 (d) 生命科学

・
基
盤
教
育

環境学概論 地球と宇宙

(c)「化学概論」は、食産業学群の必修科目です。
(d)「生物概論」は、看護学群および食産業学群の必修科目です。

(8)実践基礎：実践的な専門教育に阿けての導きの糸となる科目分野

全

学自由ゼミ(e) コミュニティ・ プランナ ー概論及び演習 アントレプレナ ー 基礎

〇留学生対象科目

外国人留学生の皆さんは、下表の基盤教育科目が必修となります。
また、記載されている英語科目（＊）の中から4年間で2単位(2科目）以上を履修し修得する必要があります。

科目 看護学群 事業構想学群 食産業学群

スタ ートアップセミナ ー 1 ゜ ゜ ゜

スタ ートアップセミナ ー II ゜ ゜ ゜

地域フィールドワ ーク ゜ ゜ ゜

コンピュータ ー リテラシー ゜ ゜ ゜

情報化社会と技術 ゜ ゜ ゜

基礎統計学 l ゜ ゜ ゜

基礎統計学 II 選択 ゜ ゜

* English Gateway I

* English Self-Expression I

* English Gateway II
6 科目から 6 科目から 6 科目から

2単位(2科目） 2単位(2科目） 2単位(2科目）
以上選択 以上選択 以上選択

* English Self-Expression II

* English for Academic Purposes

* Engl ish Expedition

化学概論 選択 選択 ゜

生物概論 ゜ 選択 ゜

食と社会 選択 選択 ゜

日本語 I ゜ ゜ ゜

日本語 II ゜ ゜ ゜

日本語 Ill ゜ ゜ ゜

日本事情 I ゜ ゜ ゜

日本事情 II ゜ ゜ ゜

〇教育課程の一 覧

基盤教育を含む教育課程の一 覧は、 「VI学群」の章の科目配当表に記載しています。学群・学類毎に開講科目、必修・選択、分野毎の
卒業要件単位が異なりますので、確認のうえ計画的に履修してください。
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(el「全学自由ゼミ」は、看護学群では開講しません。当該科目の履修を希望する看護学群の学生は、他学群•他学類履修制度により履修してください。

(9)全学共通科目：国内外の大学や企業と連携した研修など、全学に共通する学びを提供する科目分野

I 学外研修 I グロ ー バルインタ ー ンシップ I 
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I VI. 食産業学群

食産業学群について

この章では、 食産業学群における4年間の学びの流れや、 それぞれの学類のカリキュラムの特徴、 教育目標及ぴ必要単位数

について記載しています。 これらの内容の詳細は、 履修規程、 宮城大学学位規程に記載されています。

とくに、各学類の 「科目配当表」は、年次に合わせて修得の必要な単位数や、専門科目の修得の仕方について記載していますので、

学びの計画を立てる際や、 履修登録を行う際に役立ててください。

総

論

(1) カリキュラムの特徴

食産業学群では、 食材原料の生産から加工、 流通、 消費およびそれらを取り巻く環境にわたる食産業について、 基礎から専

門まで学びます 。 食材の生産、 食品の加工を中心とした生物学や化学などの自然科学あるいは工学的な側面と、 経済学、 経営

学などの社会科学的な側面について、 理論と実際を組み合わせた実践的な知識や技術を学びます。

・
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(2)食産業学群での学び

大学の学びに必要な基礎的スキルを身につける

食産業学の基礎を学び、 生産や加工の基本を理解する

年度末に学類を決定 I 

生
物
牛
産
学
類
に
つ
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て

履

修
登

録

生物生産学類
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6つの履修モデルから1つの履修

モデルを選択し、 専門科目の学びを開始

フ ー ドマネジメント学類

将来像を見据えて科目を選択し、

座学と実験実習を通して

分野横断的に深く学ぶ

自分の関心や目的に応じて専門基礎

科目や専門科目を柔軟に選択

4つの履修モデルを参考に自分で

専門科目を選択し、 学びを自分向けに

カスタマイズ

ノ
ー
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
類
に
つ
い
て

卒業研究を中心に、 実践的な課題の解決に自ら取り組む

・
基
盤
教
育

関
連
資
格
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(3)食産業学群、生物生産学類 ・ フ ー ドマネジメント学類の教育目標
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物
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て

関連資格

デイプロマ ・ ポリシ ー カリキュラム ・ ポリシ ー

食産業学群では、以下の要件を満たし 食産業の課題について自ら進んで取り組み、地域資源を活用しつつ、科学的知見と
た学生に学士（食産業学）の学位を授与 国際的視点から解決し、未来を開拓できる能力を養う体系的カリキュラムを設ける。

学 する。 担当教員とコミュニケー ションを取りつつ、これまで学修した知識や技術、表現力を
群 駆使し、思考カ・判断力を用いて主体的に取り組む卒業研究を置く。
土‘’ ‘ヒ� 地域の生物資源の高付加価値化や生産方法に関する知識・技術を修得するため、
通 「生物生産学類」を設置する。

適切なフ ー ドシステムの構築に必要なサイエンスと ビジネスの両面の知識·技術を
修得するため、「フ ー ドマネジメント学類」を設置する。

食産業に関する専門分野の知識・技術 基盤教育の知識や技術をベースに、食産業に関する多様な分野における実践的な
を持ち、その分野を体系的に理解し、分 知識と技術の修得ができるよう、自然科学分野および社会科学分野の両面について、
野特有の知識と技箭を活用できる。 基礎から応用に至る体系的な教育を行う。また、自然科学分野と社会科学分野の双

方を並行して学ぶことが望ましいことから、いずれの分野についても学修することと
し、カリキュラム上もその機会を設ける。

生物生産学類では、陸圏および水圏の生物生産とその供給、生産環境技術、経済・

知
経営等の食産業に関わる幅広い視点から、生物学の基礎的知識、食料生産の技術と

識
経営の基礎的理論を学修する講義、これらの理論を実践できる実験・実習・演習を専
門基礎科目として置く。さらに専門科目では、 動・植物や微生物の資源開発や付加価

技 値生産、また持続的な生産と供給に寄与する制御技術や生産環境、経営に活用でき
術 る先端的知識を学修する講義、これらの知識を実践できる実験・実習・演習を置く。

フ ー ドマネジメント学類では、経済、経営、マー ケティング、食産業関連政策等、フ ー

ドビジネスの各分野を学修する講義、食品科学の基礎を学修する講義、これらの実践
的な学修機会としての実験·実習・演習を専門基礎科目として配置する。専門科目で
は、フ ー ドシステムの＿体性の観点をふまえ、戦略的な経営を実践するための知識、
食の歴史や文化、食を扱う企業の行動倫理、多様なニーズに対応する新規食品の開発
技術、食品の衛生・管理技術を学修する講義、これらの知識を実践できる実験・実
習・演習を置く。

食産業に関わる問題を論理的な分析 生物生産やフ ー ドシステムの各分野で必要な統計的な解析法やエ ビデンスベースの
判思 に茎づいて検討・考察することができ 分析理論等を学修できる専門墓礎科目を置く。
断考 る。 専門科目では、専門基礎科目で学修した分析手法を実際に活用し、食産業における
カカ 課題の設定、解決法の立案、結果の考察、次の課題の抽出、といった一連のスキーム

を取り入れた実験・実習・演習を実施する。

食産業に関わる事実とそれに対する思 生物生産やフ ー ドシステムの各分野に関する論理的分析や考察について、文章や口

表
考·考察と判断の過程を的確に表現でき 頭で的確に表現する機会を積極的に取り入れた専門基礎科目を置く。

現
る。 専門科目では、食産業の現状を正確に説明し、持続的発展に寄与できる分析や考

察を提示する能力を養うために、ディスカッションやプレゼンテー ション、論文作成等
を取り入れた成果発表型のプログラムを実施する。

社会の持続的発展と福祉の増進のた 食産業の幅広い視野を持てるよう多様な科目を配置するとともに、学生の自発的な

主
め、食産業に関わる課題を自ら設定し、 学修を実践するため、自らの将来目標に従って履修科目を選択できるようにする。

体 その課題解決に主体的に取り組むことが 実験・実習・演習の専門科目では、自らの知識と取組により課題発見と課題解決が

性 できる。 できるよう探求的プログラムを実施する。
キャリア教育では、食産業の現場において、自分の将来像をデザインできるように

するためのプログラムを取り入れる。

協 課題発見や課題解決に向け て、他者の 互いにコミュニケー ションをとり、話し合い、協力する能力を養うため、グル ープで
働 意見を求め、他者と協働しながら行動で 取り組む活 動を実験・実習・演習等の専門基礎科目や専門科目に置く。また講義科目
性 きる。 でも協働性を培える機会には、こうした教育的実践を行う。

生物生産学類について

(1)生物生産学類のカリキュラムの特徴
生物生産学類では、1年次に基盤教育科目と専門基礎科目を学びます。1年次修了時に自分の進む学類が決まります。2年次

からは6つの履修モデルから1つの履修モデルを選択し、専門科目を通して生産分野の基礎を学びます。3年次には、より専門
性の高い科目を実験、実習を通じて分野横断的に学びます。4年次には、卒業研究で実践的な課題解決に取り組み、優位性の
ある新たな食材や生産法を提案・実践できるようになります。

生物生産学類での4年間の学び

学
茎

を
の

礎
エ

基
加
る

の
や
す

学
産
解

業
生
理

産
、
を

食
び
本

前
期
一

後
期

1年
次

【専門基礎科目】

［開講科目例］
●食材生産概論●科学基礎実験

【基盤教育科目】

大学の学びに必要な基礎的スキルを身につける

［開講科目例］
●スタ ー トアップセミナ ー I、II

●地域フィ ー ドワ ー ク

I 学類配属の決定 I 
I 6つの履修モデルから1 つの履修モデルを選択し、専門科目の学びを開始

I生産に関わるあらゆる分野の基礎を総合的に学ぶ

月
l リ『

［日］
自らの進路に向けて専門科目を選択し、履修モデルを設計

［日］2 期 分野を横断しながら柔軟に科目を履修する
年

—―--------- ［開講科目例］
＇ ＇ I I 

I I I I バイオ次 植物生産 動物生産 I 水圏生物生産，生産環境情報 l 生産ピジネス l サイ エンス ［開講科目例］後 ●応用統計学 モテル モデル ＇I モデル ＇I モデル I 

I 
モテル I 

l モデル●地域食産業論 I I I I I ● 基礎統計学II
期 ●植物生理学 ：●動物栄養・飼料学：●水棲動物学 ：●生産環境保全学：●農業経済学 ：●発生遺伝学 ● University 

・存門基礎実験 ●植物生産実験：●動物生産基礎：●水棲植物学 ：●アグロ ：●アグリビジネス論：●分子生物学
実習I'TI I

I 
実験 ，

I 
テクノロジ一 I 

I 

I English 

専門分野に関連する科目 ［開講科目例］食品企業経営論、フー ドサー ビス産業論

I 将来像を見据えて科目を選択し、座学と実験実習を通して分野横断的に深く学ぶ I 
分野を横断しながら柔軟に科目を履修する

即ヽr

［開講科目例］

3 期 植物生産 動物生産 水圏生物生産 生産環境情報 生産ピジネス ＇ l サパイ
イ

エオンス＾ モデル モデル モデル モデル モデル ， モデル年 —----｀
●露地園芸学 ●乳と卵の生産科学 ●水産増殖学 ●生産環境惜報学 ： ●生物資源経済学 ： ●環境科学

；A
、h

後 ●暮らしと作物 ●動物生産管理学 ●水産資源生態学 ●プログラミング基礎，●食材生産経営戦略論， ●生理学

期
●植物機能開発 ●動物性食材生産 ●水産生物学実験 ●生産礫境情報学 I●農業経営経済学演習I ●環境微生物工学

実験実習 実験実習 実習 実験実習

食
産
業
受
群
に
つ
い
て

・
生
物
生
産
学
類
に
つ
い
て

ノ
ー
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
類
に
つ
い
て

専門分野に関連する科目 ［開講科目例］●栄養科学●食産業政策論●食感性科学●食品の安全性管理
関一か資格

4年
次

前
期
i

後
期

卒業研究を中心に実践的な課題解決に自ら取り組む
［開講科目例］●卒業研究I

卒業研究を完遂し、卒論研究発表会で発表する
=4年間の学びの集大成

［開講科目例］●卒業研究II
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(2)生物生産学類の卒業認定基準表

食
産
業
受
群
に
つ
い
て

・
生
物
生
産
学
類
に
つ
い
て

・
生
物
生
産
学
類
に
つ
い
て

フ
ー
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
類
に
つ
い
て

ノ
ー
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
類
に
つ
い
て

関連資格

区分
配当 必修 選択必修 必要単位数

単位数 単位数

導入科目 5 5 ゜ 5 

実践基礎 5 ゜ ゜ ゜

情報統計 8 8 ゜ 8 

グロ ーバルコミュニケ ー ション 19 6*1 2以上 8以上

社会科学 17 ゜ 2以上 2以上
39単位以上

自然科学 16 4 ゜ 4以上

芸術・人文学 18 ゜ 2以上 2以上

人間科学 ， 1 2以上 3以上

留学生対象*2 8 7 ゜ 7以上

全学共通 4 ゜ ゜

32 24 ゜ 30単位以上
専門基礎

2 ゜ ゜ （卒業要件外）

共通科目 5 5 ゜ 5 

植物生産科目 21 ゜ 4以上 4以上

動物生産科目 16 ゜ 4以上 4以上

水圏生物生産科目 ， ゜ 2以上 2以上
55単位以上

専門 生産環境情報科目
修得*3

， ゜ 2以上 2以上
科目

生産ビジネス科目 13 ゜ 4以上 4以上

基礎科学科目 12 ゜ 2以上 2以上

32 ゜ ゜

専門関連科目
2 ゜ ゜ （卒業要件外）

卒業研究 8 8 ゜ 8単位

合計 270 卒業要件単位数 132単位以上

*l留学生は2単位以上選択必修
*2留学生のみ履修可能
*3専門関連科目以外から必修科目を含め41単位以上修得すること

関預資格

40 
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(3)カリキュラムマップ

①生物生産学類カリキュラム ・ マップ

(4)カリキュラム関連マップ

①生物生産学類カリキュラム関連マップ

ー

ロ

生物生産学類のデイプロマ ・ ポリシー

(1) 知識 ・ 技術 (2) 思考カ・判断力 (3) 表現 (4) 主体性 (5) 協働性

食産業に関する専門分野の 食産業に関わる問題を論理 食産業に関わる事実とそれ 社会の持続拘発展と福祉の増進 課題発見や課題解決に、他
知識・技術を持ち、その分野 的な分析に基づいて考察す に対する思考・判断の過程 のため、食産業に関わる課題を 者の意見を求めたり、他者と
を体系的に理解し、分野特有 ることができる。 を的確に表現できる。 自ら特定し、その課題解決に主 協働しながら行動できる。

の知識と技術を活用できる。 体的に取り組むことができる。

科目配当年次

： 
,. ................................... .. 

I 

・
生
物
生
産
学
類
に
つ
い
て

卒
業
研
究

3
年
次

専
門
科
目
（
専
門
関
連
科
目）

専
門
科
目
（
共
通
科
目）専

門

基

礎

科

目

一................. ......................................................... ............................... .. 

●卒業研究I ●卒業研究II
................................................................................................................ .. 

企業倫理 1:

=: ...................................................... � 
●卒業研究サ ーベイ

·....................................................................................................................................................................................................................................................................................... ....! 

生理学喋境微生物工学
乳と卵の生産科学 動物遺伝育種学 ＇ 

動物生産管理学I 動物性食材生産 実験実習＊

植物遺伝育穂学露地園芸学 環境科学
暮らしと作物 I 植物機能開発 実験実習＊

水産塩殖学水産資源生態学
I 水産生物学実験実習＊

＇ 

生産環境情報学 プログラミング基礎 ＇ 

I . . 生産環境情報学実験実習＊
＇

生物資源経済学食材生産経営戦略輪 ： 
現代食農ビジネス論 ： : I 
食品衛生学微生物学食品の安全性管理 ： 

水産食品学発酵食品·醸造学食感性科学
栄養科学食品機能開発学食産業政策論 ： 
食品流通論 ： 
1 食品マーティング論フー ドコミュニケーション 1: 

食品衛生学実験* I : I
コミュニテイプランナー・フィ ールドワーク演習1、II※

農業経営経済学演習

品質保証システム演習

食品衛生学実験＊

●付加価値食材生産法

●食産業学専門ゼミ l 
●食料・農業・農村政策 I 

： ●キャリアインターンシップ：

フ
ー
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
類
に
つ
い
て

2
年
次

●食産業学専門ゼミ

' -●キャリアインターンシップ

● 実践キャリア開発

発生遺伝学分子生物学：
生物有機化学 ： 
動物栄養・飼料学肉の生湮科学
動物生殖学1 動物生産基礎実験＊

植物生理学植物保護学：
食用作物学施設園芸学
土壌肥料学I

水櫻動物学水楼植物学
生産環境保全学 アグロテクノロジ一

農業経済学 アグリピジネス論
食材生産経営学
フー ドサービス産業論 ： 

I 食品企業経営論 t 

●食農素材化学 ， ＇ 三 ·キャリア開発

●食産業学基礎演習コミュニティ ・プランナー 実践論※

●
卒
業
研
究
II

●
卒
業
研
究
ー

プツシン

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

'

,

：
夕ンイ．

 

植物生産実験実習!·II*

関
連
資
格

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ア

I 
● 基礎統計学II

茎
盤
教
育
科
目

コミュニティ ・プランナー 概論及び演習
：● English for Academic Purp�ses 
’● English Expedition ' 

�
I 

I 

I 
：● English Self-Expression II 

：● English Self-Expression I 

I ●経営経済学基礎
●科学茎礎実験＊
I ●食材生産 概論●フ＿ ドマネジメント概論
●食産業学概譲
I ●食材生産·加工実習!·II*

● 基礎統計学I
●食と社会
●生物 概論●化学概論
● English Gatewayll
● English Gateway I
●コンピューター リテラシ:....
●情報化社会と技術 ： 

9

9

9

9

,

＇

,

＇

,

•

 

．
 

II

I
 

＿
＿

 

ナ
ナ

ミ
ミ

セ
セ

プ
プ

ッ
ツ

ア
ア

ト
ト
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―

 

タ

タ

ス

ス

•

•

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

9

9

,

＇

 

●地域フィ ールドワーク

●
食
産
業
学
概
論

●生物概論

●化学概論

生命科学

物理概諭

環境学概論

E
 

●地域フィールドワーク

＇

基盤教育科目

I専門基礎科目1

I 専門科目 I 

□記関連面百］

●：必修科目
▲卒業要件単位外

塁 ＇塁 ＇
『 ―---------------------------------------------------------------------------------------·

!�
' 

I ●付加価値食材生産法Ii
→

: I ●食農素材化学I I ●食産業学専門ゼミIi
----------------------------------------------------------------------------------------

●卒業研究サーベイ
·----------------------------------------------------------------------------------------· 

i Iバイ杓イエンスモテル I I 生理学 I i 
i I 生物有機化学 I I 分子生物学 I I 環境科学 II 環境微生物工学 l�I
i I 発生遺伝学 I 「

―

薇生物示
―

ごl
: ：: :: : ： :: :: ：： :: :: ： : ：: ：：： : :： :： : ： :：：：：：：：：: ： : :: ：: ：: :: ：： :： :： :: ：: :：： : :: ：：： : :: :: ： : :: :：： : ：: :：：： : 

i I 動物生産モデル I I 乳と卵の生産科学 I
! I動物栄養 ・ 飼料学I I 動物生殖学 I I 動物遺伝育種学I I 動物生産管理学I �I 
i I 肉の生産科学 I I動物生産基礎実験I I且物性食材生産実験実習I i
----------------------------------------------------------------------------------------· 
·---------------------------------------------------------------------------------------· 

I 植物生産モデル I I 植物生理学 I I 植物遺伝育種学 I I 暮らしと作物 I i 
I 食用作物学 I I 植物保護学 I I 露地園芸学 I : 

臼►I
I 土壌肥料学 I I 施設園芸学 I I植物機能開発実験実習I
1植物生産実験実習11 I植物生産実験実習nl i 

、一
ー

『��111戸戸〗こここ
―

―

―

こ
―

―ーー：こ
―ここ＿― こここここここ：：［

I●食産業学基礎演習1:

ff
―-�== == = = == == = = ==�-------� 

, 1生産蠣謝輝モデルI Iアグロテ 1 クノロジー I 生産瑣境情報学 I I生産景境情報翠実験実習I i 
I生産環境保全学I I プログラミング基礎I : →| 

----------------------------------------------------------------------------------------· 
---------------------------------------------------------------------------------------· 

1 I生産ビジネスモデル I Iプク五戸全丸日 1互場資輝霞済学-I I夏m四恒弄再帽I i 
i I 農業経済学 I I 食材生産経営学 I I食材生産経営戦略論I I現代食農ビジネス論I i � = 戸—ケティ可 t
： 戸企業経百五］ 「面直業政云町 � ーご戸� 企業畜司 i
i I 地域食産業論 I I ●食料・農業・農村政策l 「了ふ品流通面

―

J i 
し—------------------------------------------------------------------------------------------- --------

·-------------------------------------------------------------—呵·----------------------------------------------·

i ●基礎統計学I ●基礎統計学II I 応用統計学 I ii
『感性科n ! 

I 経済数学 I ii 「玉養科至
＿

］·--------------------------------------------------------------·' 回証システ五祠 i 
！ 困機能開可司 直の安全性盲司 らI

□品衛生テ］ 困i衛生学韮］ ！ 
同食品 ・ 醸百司 i 

----------------------------------------------

コミュニティ ・ プランナー

概論および演習 因 歴i芦記 巴認冨］

曇 ＇
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I●インタ ーンシップ1 I ●キャリア開発 I I ●実践キャリア開発 I

関
預
資
格

●：必修科目 ＊：専門科目実験 ・ 実習科目 ※卒業要件外
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(5)生物生産学類の科目配当表
● 必修 ... 卒業要件単位外

・
生
物
生
産
学
類
に
つ
い
て

フ
ー
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
類
に
つ
い
て

関連資格

1年前期 1年後期 2年前期 2年後期 3年前期 3年後期 4年前期 4年後期 区分要件1 区分要件2 備考

導入 • 1
I
ス
地
タ
域

ー

フ
トアップセミナ ー l 2

l 
● 

1

I 
ス タ ー トアップセミナ ー II 2 

！ ！ ！ ！ 
I 

！ 科目 ● イ ールドワーク I 

実践 1
I 

l

全
アン

学
ト

自レ由
プ

ゼレ
ミ

ナ
（
ー

集

基

中

礎

講義） 1 I 1コミュニティ ・プランナ ー概論及び演習 2 I I I I I 

基礎 （集中講裾） 2 ！ ！ ！ ！ ！ ！ 
13単位必修

I 

情報 ● | コン ピ ュータ ー リテラシー 2 ● I情報化 社会と技術 2 ●|基礎統計学 II 2 I I I I I 

統計 ！ ● I ，基礎統計学 l 2 ！ ！ ！ ！ 
I 

！ I 
● I English Gateway I 1 ● I English Gateway II 1 ● I English for Academic Purposes 1 I I I I I 留学 生は2単位以上
• I English Self-Expression I l •  I English Self-Expression II 1 ● I English Expedition l I I I ！ I 選択必修

1中国語l 1 中国語II 1 University English 1 
必修科目を含めて

GC 1スベイン語I/Spanish I l スペイン語II /Spanish 11 l Academic Writing l 8単位以上修得
i 韓国語l l 韓国語II l Academic Reading l 

I 国際日本 学/Japanology 2 
I グローバルピジネス /Global Business 2 ！ 
I 憲法 2 1国際関係論 2 I 

1政治学概維 2 1 現代東北社会綸 2 

社会
I 

1社会と 経済 2 
I 

1 社会の諸相 2 
2単位以上修得

基

I
科学 1社会と哲学 2 I 

I 人口学概諧 1 
I 

I I 

： ： ： ： I ： 
39単位以上修得

I 文化 人類学概論 2 I 

I 覆
1地塊球

学
と

宇
概

宙
論 2 

I '
1

数
生

理
命

科
科

学
学

2 
i i i i i 

自然 2 2 I I I I I 必修科目を含めて
科学 e l

i

化
生物

学概論 2 1

I 
1

数
物理

学概

概
論
論

2 I I I I I 4単位以上修得

● 概論 2 2 i i i i I i 
1現代メデイアカルチャー論 2 1 美術 2 I I I I 

： 
I 

I 音楽演習 l 
I 音楽 2 

芸術· I I 

人文学
1世界の歴史と文化 2 I 美術演習 1 2単位以上修得
1

I 
東北の歴史と文化 2 1 文学 2 

： 1人と宗教 2 
I 

1
日本 の歴史と文化 2 

I I I I I 

1体を動かす楽しみ l 1 心理学 2 
： ： ： ： 

I 
： I 

1福祉入門 ：饂康科学
I 

人間 1 2 I 必修科目を含めてI科学 ● I 食 と社会 l 1 スポーツ実 技 1 I 3単位以上修得
I I スポーツ科学 1 ！ 
1日本語l l 1 日本語II l 1日本語Ill , 1 日本語IV l I I I I 留学 生 のみ履修
1日本事惜I 2 1 日本事情 II 2 I I I I ！ I 可能

全学 1グロ ーバルインタ ーンシップ 2 I I I I I I I 

共通 I 学外研修 2 I I I I I I I 

I 1年前期 I 1年後期 I 2年前期 I 2年後期 I 3年前期 I 3年後期 I 4年前期 I 4年後期 区分要件 l 区分要件2 備考

● I 食産棠学撮論 1 ● I 食材生産概論 2 ● I 食産業 学基礎演習 1 ● I 食品マーケティング基礎 2 ● I 食料.,:,棠・ロ村政策 2 I 

！ 
I 

el食材生産 ・加工実習[ 1 ● フ ードマネジメン ト概論 2 I 財務・会計論 2 1応用統計学 2 I 

I I I 
132単位以上修得

! �
● 経済 経営学墓礎 2 ● 1忠門基礎実験 l 1 地域食産業論 2 

I 

● 食材生産 ・加工実習II l I I 経済
数

学 2 I 
/270単位

● 科学基礎実験 1 I I I 30単位以上修得 30単位以上修得
I I I 

● |インタ ーンシップ 2 ● |キャリア開発 2 ● |キャリアインターンシッブ 2 ● 実践 キャリア開発 2 

I ... 1

i 

コミュニティ ・プランナ ー実践論 2 I 

I I i i I I I 
I ● 1

I 
食農素材化学 2 I I el付加価値食材生産法 2 I I 

I I I I I 

I I I I ● |食産業 学専門 ゼミ l I I 5単位必修
I I I I I I I 

---+----------- ----1------------- --1-—------------ _.)... ____________ ----1-―---------------- —↓ -------------- _J_ __________ ---1---------- ←-

I I I 植物生理学 2 I 植物保護学 2 I 植物遺伝育種学 2 I 暮らし と作物 2 I I 

I 

I 
I 

I 植物生産関連科目 I 1食用 作物学 2 1施設園芸学 2 i 露地園芸学 2 I I I 

I I 

1土壌肥料学
I I I I 4単位以上

I 
2 

I I I I I 修得
I I I 植物生産実験宴習l 2 I 植物生産実験実習II 2 1 植物槻能開発実験実習 l I I I 

I I | ― 
I

ー

I I I 

-」----------- _ _j _____________ _,_ _____________ _ _)_ ____________

2 ----1-―---------------- —↓ -------------- _J_ __________ ―――j_ _________ ←-

I I I 動物栄養・ 飼料学 2 I 肉の生産科学 2 I 乳と卵の生産科学 2 I 動物生産管理学 2 I I 

I I 

i 動物生産関連科目 I I 

：
動物生殖学 2 I 動物遺伝育種学 2 I I I 

I I I I I I 
4単位以上

I I 1 動物生産基礎実験 2 1 動物性 食材生産実験実習 2 I I I 
修得

I I I I I I 

-
I I 

--+----------- ----1------------- —+-------------- —
+

1水
-

櫻
-

動
-

物学
--------- —

+
1

水
-

座
-増殖学

------------- —
+

1
水
-

匿
-

生物
-

学
-

実
-

験実
-詈-------- —+---------- ---t---------- ←- 55単位以上 41単位以上修得

I 

：水圏生物生産関連科目 I I 2 2 1 I I 
修得

I I 1水棲植物学 2 1 水 産 資涼生慧学 2 I I I 
2単位以上

I I I I I I I I 修得
---+----------- ----1------------- -+-------------- -上------------ —+—---------------- —↓ -------------- _J_ __________ ---1----------

I 

: 
I 

I生産環境情報関連科目 I 1生産環境 保全 学 2 1アグロテクノロジ 一 2 1 生産環境情報学 2 1 生産環境情報学実験実習 1 I I 

I I I 

：
プログラミング基礎 I I I 2単位以上

I I I 
2 

I I I 修得
I I I I I I I I -, ――--------- ―ゴ―------------ -

「
I
農

―

業
-

経済
-

学
---------- ―

T
I 
ア

―

グ
-

リピ
-

ジ
-

ネス
-

綸
------- ― 

T
1

I 

I 

生
食

―

物
材

-
資
生

-
源

産

-
経
経

済

営

-
学

戦

-

略

-

験

---------- ―

T
I 
農

―

業
-

経
-
営 経済学演習

------- ーナー―-------- ---「 ―-------- ←-

I 

I 

1 生産ビジネス関連科目 I 2 2 2 1 
I I 4単位以上

I I 1 食材生産 経営学 2 2 1 現代食農ビジ ネス1i11 2 I I 修得
I I I I I I I 

--+----------- ----!------------- —
+-

1発
-

生
-

遺伝
-

学
---------- —

+
1分
-子-生物

-
学
---------

2 
—+----------------- —

+
1
環
-

境
-

微
-

生物
-

工
-

学
--------- ---1-—--------- ---t----------- トー一

I ！ バイオサイエンス関連科目 I 2 
I
環境 科学 2 2 I I 2単位以上

I I 生物有機化学 2 I I 生理学 2 I I I 修得
I I I I I I I I 

1食品企業 経営論 2 栄養科学 2 食感性科学 2 企業倫理 2 

1フ ードサー ビス産業論 2 微 生物学 2 発酵食品・醸造学 2 

食品機能開発 学 2 食品流通論 2 

I 
食品マーケティング翰 2 フ ードコミュニケ ーション 2 

食産業 政策論 2 水 産 食品学 2 

食品術生 学 2 食品の安全 性管理 2 

品質保証シ ステム演習（集中講釜） 1 食品衛生 学実験 l 

▲ コミュニテイプランナ ー ・ 1 .... コミュニティブランナ ー ・ l 

！ 
フィ ー ルドワーク漬習l フィ ールドワーク演習II

卒業研究
I I I I I I 

3 ● 
I 

I
卒業研究II

I I I I 
•

1
卒業研究サーベイ 2 ● |卒業研究l 3 8単位

I 
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(6) 生物生産学類の履修モデル

①生物生産学類の履修モデルの概要

生物生産学類では、自らの興味関心、 進路、 資格取得に応じた科目選択を行い、 将来設計を踏まえた体系的学修ができるよう
に、複数の履修モデルを作成しています。各自の意欲や将来設計に合わせて、様々な科目を組み合わせた学修に努めてください。

・
生

物
生

産学

類
に
つ
い
て

履修モデル区分 主な内容

植物生産モデル 生産物供給に関する経済・経営の基礎を身につけた上で、植物の生理生態とともに、穀類や園芸作物の生産
システムや栽培施設管理の知識・技術などを学修します。農産食材の付加価値生産を生産現場で展開できる人
材を目指します。

動物生産モデル 生産物供給に関する経済・経営の基礎を身につけた上で、畜産物の生産科学や動物福祉、生産環境等の知
識・技箭などを学修します。畜産食材の付加価値生産を生産現場で展開できる人材を目指します。

水圏生物生産モデル 生産物供給に関する経済・経営の基礎を身につけた上で、水圏生物の生理生態、水産資源の生産加工技術、
水圏環境の知識や技術を学修します。生産・加工技術を駆使して地域の水産業を発展させることができる人材
を目指します。

生産環境情報モデル 生産物供給に関する経済・経営の基礎を身につけた上で、情報技術を駆使しながら、生産環境測定・制御、
食資源リサイクル等を通じた資源循環システムの知識や技術を学修します。地域の食産業分野の生産環境を評
価できる人材を目指します。

生産ビジネスモデル 食をとりまく生物生産の茎礎知識・技術を身につけ、生物生産の経済、経営、マー ケティング等の専門知識や
技法を学修します。農畜水産業の現場で農業法人の経営や生産物の流通分野で活躍できる人材を目指します。

バイオサイエンスモデル 食材生産の原理や技術とともに、動植物や微生物の遺伝や生理の基礎科学、遺伝子やタンパク質の解析技
術、有用物質の分析技術等を学修します。これら食材生産の研究開発やバイオテクノロジー等の分野から食材の
付加価値生産を基礎技術で支えることができる人材を目指します。

フ
ー
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学

類
に
つ
い
て

関
連
資
格

②生物生産学類の履修モデル 凡例：●● ・・必修0・・・推奨

単 授 植 動 7./< 竺こ 生 バィ 卒業要件
物 物

物圏生
生

産環
境

産
ジ
ビ ォサイ

科 目 授業科 目 配当 業 生 生
区分 年次 位 産 産

産
情報 ネ エ

形 モ モ ス ン 区分ことの要件1 区分ことの要件2 備考
フ-ーフ-― モフー� モプ� モデ

ス

数 態 ル ル ）レ ）レ ）レ モプ）レ

スター トアップセミナー l 1前 2 講義 ． ．  ． ．  ． ．ド、 ｀ ‘、
導入 スター トアップセミナー II

ヽ

1後 2 講義 ． ．  ． ．  ． ． ｀ 

科 目 ヽ

地域フィ ールドワーク 1前 講義
｀ 

l ． ．  ． ．  ． ． ＇ ＇ 
全学自由ゼミ 集中 l 演習

， 
実践

， ， 
コミュニティ・ プランナー 概論及び演習 2前 2 講義 ＇ 

基礎
アントレプレナー基礎 集中 2 講義

13単位必修＇ 
コンピュ ー ター リテラシー 1前 2 講義 ． ．  ． ．  ． ． ＇ 

， 
＇ 

情報化社会と技術 1後 2 講義 ． ．  ． ．  ． ． ， ＇ ， 
基礎統計学1 1後 2 講義 ． ．  ． ．  ． ． ， 

ヽ
ヽ

基礎統計学II 2前 2 講義 ． ．  ． ．  ． ． ， ヽ
English Gateway I 1前 l 演習 ． ．  ． ．  ． ． ヽ

ヽ

ヽ

English Self-Expression I 1前 l 演習 ． ．  ． ．  ． ． ｀ 

｀ 

Enallsh Gatewav II 1後 l 演習 ． ．  ． ．  ． ． 留選学択生必修
は2単位以上

Enqlish Self-Expression II 1後 l 演習 ． ． ． ．  ． ．
グ ＇ 

Enqlish for Academic Purooses 2前 l 演習 ． ． ． ．  ． ． ヽ

ロ ＇ ＇ ヽ
ヽ

}ルゞ
English Expedition 2前 l 演習 ． ． ． ．  ． ． ヽ

ヽ

University Enqlish 2後 l 演習 ゜ ゜ ゜ ゜ 0 0 
＇ ＇ ＇ 必8単

脩
位
科

以
目
上
を
修

含
得
めて

コ Academic Writing 2後 l 演習 ゜ ゜ ゜ ゜ 0 0 ミ Academic Readina 2後 l 演習 ゜ ゜ ゜ ゜ 0 0 ※た促し留学生にユ
中国語l l·2前 演習 ついズは備考の

予
l ゜ ゜ ゜ ゜ 0 0 

中国語II l·2後 l 演習 ゜ ゜ ゜ ゜ 0 0 とお＇りとする
韓国語l l·2前 l 演習

＇ 
ヨ ＇ 

』

ン 韓国語II l·2後 l 演習 ＇ 
＇ 

スペイン語[/Spanish I l·2前 l 演習 ヽ＇ 
スペイン語II /Spanish II l·2後 l 演習 ヽ＇ 
国際日本学/Japano logy l·2後 2 講義

ヽ＇ 
ヽ

グロ ーバル ・ ビジネス/Global Business l·2後 2 講義
＇ ＇ 

ヽ

憲法 l·2前 2 講義 ヽ

政治学概論 l·2前 2 講義 ｀ 

ヽ

国際関係論 l·2後 2 講義
｀ 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
｀ 

り

甚且
子

社会と経済 l·2前 2 講義 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
＇ ＇ ， 

現代東北社会論 l·2後 2 講義 2単位， 以上修得

！
社会の諸相 l·2後 2 講義 ＇ ＇ 
社会と哲学 l·2前 2 講義

， ＇ 
必修科 目 を 含めて ＇ 

人口学概論 l·2前 l 講義
ヽ
ヽ

39単＇位以上修得 ヽ

文化人類学概論 l·2前 2 講義
， 

目 ’ 

数理科 学 l·2後 2 講義
｀ 

生命科 学
ヽ
ヽl·2後 2 講義 ゜ ヽ
｀ 

環境学概論 l·2前 2 講義 ゜
｀ 

， 
' 

地球と宇宙 l·2前 2 講義 必修科目を 含めて
数学概論 l·2後 2 講義 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ 4単位以上修得

』

物理概論 l·2後 2 講義 ゜ ゜
， ， 

化学概論 l·2前 講義
， 

2 ． ． ． ． ． ． ヽ ＊ ， 
生物概論 l·2前 2 講義

＇ ＇ ． ． ． ． ． ． ＊ 
現代メディアカルチャ ー 論 l·2前 2 講義

: 
美術 l·2後 講義

｀ 

ヽ2 ｀ 

音楽 l·2後 2 講義
ヽ
｀ 

｀ 

喜 美術演習 l·2後 l 演習
＇ 
， 

音楽演習 l·2前 l 演習 ＇ 

支学 文学 l·2後 2 講義
2単位＇ 以上修得

世界の歴史と文化 l·2前 2 講義
，＇ ＇ 

日本の歴史と文化 l·2後 2 講義 ＇ ＇ 
ヽ

東北の歴史と文化 l·2前 2 講義 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ， ヽ

人と宗教 ＇ ＇ 
’ 

l·2即 2 講義 ヽ
＇ 

心理学 l·2後 2 講義 ヽ
ヽ
ヽ

健康科 学 l·2後 2 講義 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ｀ 

ヽ

人 スポーツ実技 l·2後 1 実駿・実習
｀ 

は固 体を動かす楽しみ l·2前 1 実験戻習
必修，科目を 含めて

スポーツ科 学 1·2後 l 講義
3単位＇ 以上修得

＇ 
福祉入門 l·2前 l 講義

， 
ヽ

ヽ

食と社会 l·2前 l 講義 ． ． ． ． ． ． ， ＊ ， ヽ
日本語l 1前 l 演習 ； ヽ 留学生は必修‘、

；
日本語II 1後 l 演習 ヽ 留学生は必修＇ 
日本語Ill 2前 l 演習 留学生のみ 留学生は必修
日本語IV 2後 l 演習 履修＇可能
日本事情I 1前 2 講義 ヽ 留学生は必修

， ， 
＇ ヽ

日本事情II 1後 2 講義 ＇ ヽ 留学生は必修
-
-
＇ 

全学共通 グロ ーバルインターンシップ l·2集中 2 演習 ， 
科目 学外研修 l·2集中 2 演習

， 
’ 

備考欄に「＊」の付いている 科 目は、2年次までに修得しない場合に進級要件に おける「未修得の必修単位」に該当する。
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単 授 植 動 7.1< 

i E 畠¥ ;i 卒業要件
物 物 I 

科 目 授業科 目
配当 業 生 生 璽 サィ

区分 年次 位 産 産 工

形 産

〗
ン 区分こ‘との要件l 区分さとの要件2 備考モ モ
元歪フ―． フ―� 

累 モフー
数 態 ル ル ）レ ）レ

食産業学概論 1前 l 講義 ． ． ． ． ． ． ヽ
食材生産・加工実習I 1前 1 実験・実習 ． ． ． ． ． ． ヽヽ

経済経営学基礎 l後 2 講義 ． ． ． ． ． ． ｀ ＇ 
食材生産概論 1後 2 講義 ． ． ． ． ． ． 

＇ 
， 

フー ドマネジメント概論 l後 2 講義 ． ． ． ． ． ． 
， 

＇ 
科学基礎実験 1後 l 実験・実習 ． ． ． ． ． ． ＇ 

食材生産・加工実習II 1後 l 実験・奥習 ． ． ． ． ． ． 
＇ ＇ 
＇ 

財務・会計論 2前 2 講義 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
＇ ＇ 
＇ 

インタ ーンシップ 2前 2 講義 ． ． ． ． ． ． 
＇ 

i甘
＇ 

専門基礎実験 2則 l 実験・実習 ． ． ． ． ． ． 必修
＇
科目を含めて

食産業学基礎演習 2前 l 演習 ． ． ． ． ． ． 30単＇ 位以上修得
食品マーケティング基礎 2後 2 講義 ． ． ． ． ． ． 

＇ 
＇ 
＇ 

応用統計学 2後 2 講義 ゜ ＇ 
＇ 

地域食産業論 2後 2 講義 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
＇ 
＇ 
＇ 

経済数学 2後 2 講義 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
＇ 

----—+------------- - - -

卒業要件単位に含まないコミュニティ・ プランナー実践論 2後 2 講義 』

キャリア開発 2後 講義
-----r------------- - - -

2 ． ． ． ． ． ． ＇ 
， 

食料・農業・農村政策 3前 2 講義 ． ． ． ． ． ． 
， ＇ ＇ 

キャリアインタ ーンシップ 3前 2 講義 ． ． ． ． ． ． 
＇ 
， 

実践キャリア開発 3後 2 講義 ． ． ． ． ． ． ヽ‘
食農素材化学 2前 2 講義 ． ． ． ． ． ． ヽ

｀｀ ヽ
共通 ＼ ヽ ＼ 

付加価値食材生産法 3後 2 講義 ． ． ． ． ． ． ヽ ) 5単位必修 ＼ 

科 目 I I 

食産業学専門ゼミ 3後 l 演習 ． ． ． ． ． ． I 
’

’ ヽ I 

植物生理学 2前 2 講義 ゜ ゜ I I ヽ
土壌肥料学 2前 2 講義 ゜

I ヽ I 

I I I 

食用作物学 2前 2 講義 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
I ＼ I 

I I I 

i 
植物生産実験実習I 2前 2 実験・実習 ゜ I I I 

I I 

植物保護学 2後 2 講義 ゜ I I I 

施設園芸学 2後 2 講義 ゜ ゜
I 4単位以上修得

I 

植物生産実験実習II 2後 2 実験・実習 ゜
I 

I 

植物遺伝育種学 3前 2 講義 ゜ ゜
I 

I 

露地園芸学 3前 2 講義 ゜
I 

I 

植物機能開発実験実習 3前 1 実験・実習 ゜ ゜ I 

I 

暮らしと作物 3後 2 講義 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ノ‘ヽ

動物栄養・飼料学 2前 2 講義 ゜ ゜ ゜
ヽ ヽ

肉の生産科学 2後 2 講義 ゜ ゜ ゜ ゜
＼ 

＼ 

I 
動物生殖学 2後 2 講義 ゜ ゜

I 

I 

動物生産基礎実験 2後 2 実験·実習 ゜ ゜
I 

『
動物遺伝育種学 3前 2 講義 ゜ ゜

4単位以上修得
I 

乳と卵の生産科学 3前 2 講義 ゜ ゜ ゜ ゜ I 

I 

動物性食材生産実験実習 3前 2 実験・実習 ゜ I 

I 

動物生産管理学 3後 2 講義 ゜ ゜ ゜ 。 ゜ / 
：： 

水棲動物学 2後 2 講義 ゜ ゜ 必5 5修単科位
目

以を上含修め得て
ヽヽ 必

41
修単科位

目

以を上含修め得て

註闘
ヽヽ水棲植物学 2後 2 講義 ゜ ゜ ゜ ｀ 

水産増殖学 3前 2 講義 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ 2単位
I

以上修得
水産資源生態学 3前 2 講義 ゜ ゜ ゜ ヽヽ
水産生物学実験実習 3後 l 実験・実習 ゜ ゜ , 

＇ ＇ 
生産環境保全学 2前 2 講義 ゜ ゜ ゜ 。

ヽヽヽ

II 
アグロテクノロジ一 2後 2 講義 。 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ Iヽ 

生産環境情報学 3前 2 講義 ゜ ゜ ゜ 2単位以上修得
プログラミング基礎 3前 講義

I 

2 ゜ ゜ ヽヽ
生産環境情報学実験実習 3後 l 実験・実習 ゜ ゜ ヽ＇ --
農業経済学 2前 2 講義 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ヽヽ

i ； アグリビジネス論 2後 2 講義 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ヽ
I 

食材生産経営学 2後 2 講義 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ I 
I 

4単
I

I 
位以上修得

I 

生物資源経済学 3前 2 講義 ゜ ゜ ゜ 。 ゜ ゜
I 

＇ 

i 食材生産経営戦略論 3前 2 講義 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ＇ ＇ 
I I 

現代食農ビジネス論 3後 2 講義 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ I I 
I I 

農業経営経済学演習 3後 l 演習 ゜ ＇ ＇ I 

発生遺伝学 2前 2 講義 ゜ ゜ ゜ ヽ I 

Ii 生物有機化学 2前 2 講義 ゜ ゜ ゜
ヽ J 
I I 

分子生物学 2後 2 講義 ゜ ゜ ゜
I ＇ 

2単位
l

以上修得 I 

環境科学 3前 2 講義 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ I 

I I 

生理学 3前 2 講義 ゜ ゜ I I 

I 

環境微生物工学 3後 2 講義 ゜ ゜ ゜ ＇ ✓ 
I 

単 授 植 動 7./< 

i : 畠£ 1 卒業要件
物 物 塁

科 目 授業科 目
配当 業 生 生 塁 サィ

区分 年次 位 産 産 コご
形 産

元危
ン 区分こ‘との要件1 区分ことの要件2 備考モ モ

元盃フ―． フ―� 
累 茅

数 態 ル ル ）レ ｝レ

食品企業経営論 2後 2 講義 ゜

フ ー ドサービス産業論 2後 2 講義 ゜

栄養科学 3前 2 講義 ゜ ゜ ゜ ゜

微生物学 3前 2 講義 ゜ ゜ ゜

食品機能開発学 3前 2 講義 ゜

発酵食品・酸造学 3後 2 講義 ゜ ゜

食品マーケティング論 3前 2 講義 ゜

= ＇ 
食産業政策論 3前 2 講義 ゜ ゜

食品流通論 3後 2 講義 ゜ ゜

食品衛生学 3前 2 講義 ゜ ゜ ゜

コミュニテイプランナー ・フィ ールドワーク演習I 3前 演習
--― ― 1 ―-------------

卒業要件単位に含まないl I 

食感性科学 3後 2 講義
---, ――------------ -- - -

゜ I 

フ ー ドコミュニケ ーション 3後 2 講義 ゜
I 

I 

水産食品学 3後 2 講義 ゜ I 

I 

食品の安全性管理 3後 2 講義 ゜ I 

食品衛生学実験 3後 1 実験・実習 ゜
I 

I 

品質保証システム演習 3集中 1 演習 ゜
I 

I 

企業倫理 4前 2 講義 ゜
I 

I 

コミュニテイプランナー ・フィ ールドワーク演習II 3後 演習 I 卒
--

業--
要

-
件

-単-位--に--含ま--な--い--1 ノ

卒業研究サーベイ 3後 2 演習 ． ． ． ． ． ． 
--

卒業研究 卒業研究I 4前 3 演習 ． ． ． ． ． ． 
ヽヽ， 
ヽ
,8単位必修

卒業研究II 4後 3 演習 ． ． ． ． ． ． ヽ＇ 
基盤教育科 目、全学共通科 目 、専門基礎科 目 、専門科 目、卒業研究の合計 133 132 133 139 137 135 卒業要件単位数132単位以上修得

食
産
業
受
群
に
つ
い
て

・
生
物
生
産
学
類
に
つ
い
て

ノ
ー
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
類
に
つ
い
て

関預資

格
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食
産
業
学
群
に
つ
い
て

フ ー ド マ ネ ジ メ ン ト 学類に ついて

(1) フー ドマネジメント学類のカリキュラムの特徴

フー ドマネジメント学類では、 1年次では共通の基盤教育科目と専門基礎科目を学び、 1年次の修了時に自分の進む学類が

決まります。2年次では専門基礎科目とより専門性の高い専門科目を学びます。 4つの履修モデルを参考に、 自分の進路や目的

に合わせて科目を選択します。 3年次では、 より実践的な専門性の高い学びとなります。 4年次の卒業研究では、 研究室の指導

教員の指導の下、 具体的・実践的な課題に取り組みその解決について研究します。 これまで学んできたものをフル活用し、

フー ドマネジメント学類の学びとしての集大成を行います。

• 1
即" 

年
期

翡生 次 後
塁 期

【専門基礎科目】

食産業学の基礎を学び、製造・加工や

ピジネスの基本を理解する

［開欝科目例］●科学基礎実験●経済経営学基礎

1 学類配属の決定 I 
自分の関心や目的に応じて専門基礎科目や専門科目を柔軟に選択し、

理論と実験実習を通してフー ドマネジメント全体の基礎的分野を身につける

前

期 【専門基礎科目】

2 [開講科目例］

年
●食品マーケティング

----―一＿ 基礎

次 •地域食産業譲
●分析基礎実験

後
期

フ
ー
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
類
に
つ
い
て

関
連
資
格

［開講科目例］

●食料経済論
●食品企業経営論
●食品企業組織論

【基盤教育科目】

「フレッシュマンコア」を中心とした基盤教育科目を学ぶ

大学での学びに必要な基礎的なスキルを身につける

［開講科目例］●スター トアップセミナー I·II●地域フィールドワーク●食と社会

ピジネスとサイエンスの両分野について履修する

【専門科目】

●フードサー ピス産業論 ●生化学
●食品流通論 ●農産食品学
●有機化学 ●食品科学

●食品工学
●食品貯蔵·

流通技術輪

専門分野に関連する科目 ［開講科目例］●食用作物学●アグロテクノロジ一

【基盤教育科目】

［開講科目例］
●基礎統計学1I
● University English 

4つの履修モデルを参考に自分で専門科目を選択し、学びを自分向けにカスタマイズ

フー ドマネジメントの専門分野をより深く学ぶ

則ヽf 

ピジネスとサイエンスの両分野について履修する
期 ［開講科目例］

3 ---
食品製造・加工 食品開発 食の安全・安心 食品流通・サ ー ピス

年 モデル モデル モデル モデル

次 ●食品化学工学 ●食品機能開発学 ●食産業政策薩 ●食品マーケティング綸
●発酵食品・醸造学 ●食品栄養・機能学実験 ●フー ドコミュニケーション ●食品企業経営戦略論

後 ●品質保証システム演習 ●フー ドシステム調査演習 ●食品の安全性菅理 ●食品経済・政策論演習

期

専門分野に関連する科目 ［開講科目例］●乳と卵の生産科学●暮らしと作物●水産増殖学●環境科学

前

4 期 | 
ゼミでの卒業研究を中心に実践的な課題解決に自ら取り組む

年
［開講科目例］●卒業研究I

次
畠 I 

卒業研究を完遂し、卒業研究発表会で発表する=4年間の学びの集大成

［開講科目例］●卒業研究1I●食と未来

食
産
業
受
群
に
つ
い
て

生
物
牛
産
学
類
に
つ
い
て

・
フ

ー
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
類
に
つ
い
て

関
預
資
格
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業

学群につい

て

(2)フ ー ドマネジメント学類の卒業認定基準表

生
物
生
産学類について

区分 配当 必修 選択必修 必要単位数単位数 単位数

導入科目 5 5 ゜

実践基礎 5 ゜ ゜ 13以上

情報統計 8 8 ゜

グロ ーバルコミュニケ ー ション 19 6*1
゜ 8以上

社会科学 17 ゜ ゜ 2以上 39単位以上

自然科学 16 4 ゜ 4以上

芸術・人文学 18 ゜ ゜ 2以上

人間科学 ， l ゜ 3以上

留学生対象*2 8 7 ゜ 7以上

全学共通 4 ゜ ゜

32 23 ゜ 30単位以上

専門基礎
2 ゜ ゜ （卒業要件単位外）

共通科目 2 2 ゜ 2 

フ ー ドシステム ・ 経営科目 37 4 ゜ 8以上

専門
55単位以上

科目
食品製造・管理科目 43 5 ゜ 8以上

22 ゜ ゜

専門関連科目
2 ゜ ゜ （卒業要件単位外）

卒業研究 8 8 ゜ 8単位

合計 257 卒業認定単位数 132単位以上

食

産
業
受
群につい

て

生
物

牛

産学類について

・
フ

ー
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

学類につい

て

・
フ

ー
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

学類につい

て

*l留学生は2単位以上選択必修

*2留学生のみ履修可能

関
連
資
格

関
預
資
格
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(3)カリキュラムマップ

①フ ー ドマネジメント学類カリキュラム ・ マップ

(4)カリキュラム関連マップ

①フ ー ドマネジメント学類カリキュラム関連マップ

(1) 知識 ・ 技術

食産業に関する専門分野の
知識・技術を持ち、その分野
を体系的に理解し、分野特有
の知識と技術を活用できる。

フ ー ドマネジメント学類のデイプロマ ・ ポリシー

(2) 思考カ・判断力 (3) 表現 (4) 主体性

巴誓�::汀四詈：叫：言証：体的に取り組むことができる。

食
産
業
受
群
に
つ
い
て

(5)協働性

課題発見や課題解決に、他
者の意見を求めたり、他者と
協働しながら行動できる。

E
 

曇

科目配当年次

…―�--り
『 ― ------------------------------------------------------------------------------------------,

i ワ用作物n c函D生産藉町□正卵の生産面可［面らしと作面「J : 
： 戸ロテクノロフコ [-;jZ産増殖n :-------------------------------------------------------------------------------------------

●卒業研究I ●卒業研究II

＇ 匿 ＇

 

ライフステージ栄養学

I 企業倫理
食文化論食産業 ・政策史

3
年
次

・
フ

ー
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
類
に
つ
い
て

2
年
次

関
連
資
格

専
門
科
目
（
専
門
関
連
科
目）

専
門
科
目
（
共
通
科
目）

専

門

基

礎

科

目

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ア

L 

生
物
生
産
学
類
に
つ
い
て

卒
業
研
究

"'""""""""""""""""'""'""'"''''"'"""'""""'"' 

I 食品栄養 ・ 機能学実験＊
I 食品化学実験＊
食感性科学 食の安全性管理
I 品質保証システム演習
発酵食品 ・ 醸造学食品機能開発学
官能評価学食品化学工学
I 微生物デ実験＊
●栄養科学
食品情報科学論グロ ーパルフードシステム論

| フ
ー

ドサ
ー

ビス：::�:; こ，;�
ュニケ

ー
ション

I 
食品企業経営戦略論フードサーピス事業運営論
I 食品マ ーケティング演習
食産業政策諭ロ ーカルプードシステム論

フードシステム調査演習

............................................ 

卒業研究サーベイ
．．．．．．．．、．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ······i·····i······················

I 

食品経済 ・政策駿演習

I 

食品企業経営戦略演習
現代食農ピジネス論喜ら：しと 作物プログラミング基礎
生理学乳と卵の生産科学環境科学水産増殖学

I コミュニテイプランナー・フィ ールドワー ク演習l、II※

I ●食料 ・農業・農村政策 I 
： ●キャリアインターンシップ：

.........................•..................................... 

食品栄養 ・ 機能学実験＊
食品化学実験＊

品質保証システム演習

微生物学実験＊

二
[
l

フードシステム調査演習

●
食
産
業
学
概
論

● 実践キャリア開発

●キャリアインターンシップ

基
盤
教
育
科
目

I ●食品衛生学実験*
L 

閤理科学畜産食品学氷産食品学
食品貯蔵・流通技術論食品 工学微生物学 生化学 ：
●有機化学 ： 
食品衛生学 農産食品学食品化学
食品流通論 フードサー ビス産業論

I ●食品企業経営論●食料経済論 I 
食品企業組織論
アグロテクノロジ 一 分子生物学
肉の生産科学 食用作物学

I 応用統計学経済数学地域食産業論 I 
I ●食品マ ーケティング基礎 I 
財務・ 会計論 I ●キャリア開発

I 分析基礎実験* I: 
●インターンシップ ： 

●食産業学基礎演習コミュニティ ・プランナー 実践論※

コミュニティ ・プランナー 概論及び演習
：● English for Academic Purpdses 
：● English Expedition 

I 
I 

： ●スタートアップセミナー 1I
： ●スタートアップセミナー 1

I 
I 
● 基礎統計学II

●食と社会

●コンピューターリテラシー

r ―-------------------, 

！ー ●生物概論 ！ ： 

→: I ●有機化学 I � 子生物n c-生理学7 !
： ●化学概綸 ： I 生化学 I � 累境科承7 ii ●卒業研究サーベイ. --------------------· 

! I ●科学基礎実験 I I 分析基礎実験 I

1
===

塁置亘声［犀. ------------------------------------------------------ ---------
『 ― ------------------------------------------------------------------------------------------

l コロー三三 i
i I 食品化学 I I 水産食品学 I I 食品化学実験 I ! 
―—

蓼
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――-----•

,-----------------------------------------------------------------------呵

i I 調理科学 I I 食品化学工学 I I 発酵食品 ・ 醸造学 I i 
i I 食品工学 I 

●スタトアプ］→
-

三

／

三

亨

戸直—:

\_

:

--

三

ー一ー一―-
�:ニ

―□―----------l口

●基礎統計学
I●基礎統

ニニ

企業倫理

●地域フィールドワーク

I ●経営経済学茎礎
●科学基礎実験＊ ： 
I ●食材生産 概論●フードマネジメント 概論
●食産業学概論 ： 
I ●食材生産 ・ 加工実習I·II*

● 基礎統計学I
●食と社会
●生物 概論●化学概論
● English Gateway II 
● English Gateway I 
● コンピューターリテラシー
●情報化社会と技術

I 
：● English Self-Expression II 
：● English Self-Expression I 

I 財務 ・ 会計論 I I 経済数学 I I ●食料·農業 ・農村政策I [面で食農ピジ元葎］

I ●食料経済論 II 食品流通論 I I Qーカjレ7ー ドシステム篇 II グ］ー／肌7ードシステム目 1 

I 7ー ドシステム調査濶習 I I 食品経済政策鰈習 I 
----------

[
; □□： ー

―□::::: □：：： ー

ー

ロニ□＿
ー

：：：□：□：： ー

ー

：：::: ::: : ::: :::: :::
, 

i I フー ドサーピス産11 I 1 7ー ドサーピス事業置誼 I I 7ー ドサービス隷譴 I i 
I 食品情報科学論 I i 

し―---------------------------------------------------------------· 

生
物
牛
産
学
類
に
つ
い
て

●
卒
業
研
究
II

●
卒
業
研
究
ー

●食品衛生学実験＊

� 

●情報化社会と技循

因

・
フ

ー
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
類
に
つ
い
て

●地域フィ ールドワー ク

基盤教育科目

I専門基礎科目1

I 専門科目 I 

□記関連面百］

●：必修科目
▲卒業要件単位外

コミュニテイ ＇プランナー概眉
および演習 因

I●インターンシップ1 I ●キャリア開発 I

関
預
資
格

i ●実践キャリア開発 I

●：必修科目 ＊：専門科目実験 ・ 実習科目 ※卒業要件外
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(5)フ ー ドマネジメント学類の科目配当表
● 必修 .... 卒業要件単位外

生
物
生
産
学
類
に
つ
い
て

・
フ

ー
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
類
に
つ
い
て

関連資格

1 年前期 1年後期 2年前期 2年後期 3年前期 3年後期 4年前期 4年後期 区分要件1 区分要件2 偏考
導入 ● |スタ ートアップセミナー 1 2 ● |スタートアップセミナー II 2 I I I I I I 
科目 ● I 地域フィールドワーク l I I I I I I I 

実践
：
全学自由ゼミ（集中講義） 1 

： 
1
I 
コミュニティ・ プランナー概論および演習 2 

： ： ： ： ： 基礎 アントレプレナー基礎（集中講荼） 2 
13単位必修

情報 • 1 コンピューターリテラシー 2 ● 1 情報化社会と技術 2 ● 1 基礎統計学 II 2 I I I I I 
統計 I • 1 基礎統計学 l 2 I I I I I I 

● I English Gateway I 1 ● I English Gateway II 1 ● I English for Academic Purposes l I I I I I 留学生は2単位以上
● I English Self-Expression I 1 ● I English Self-Expression II 1 ● I English Expedition l I I I I I 選択必修

i 中国語 l l i 中国語 II l i i University English 1 i i i i 必修科目を含めて
GC スペイン語 I/Spanish I l スペイン語 II/SpanishII l Academic Writing 1 8単位以上修得

韓国語 l l 韓国語 II l Academic Reading l 
国際日本学/Japanology 2 
グローパルビジネス/Global Business 2 

涵法 2 1 国際関係論 2 
政治学概論 2 I 現代東北社会論 2 

茎

I
社科

会

学
社会と経済 2 I 社会の諸相 2 
社会と哲学 2 I 2単位以上修得
人口学概論 l I 

I 
文化 人類学概嗣 2 I 39単位以上修得

I I I I I I I 

I 環境学概論 2 1 数理科学 2 I I I I I I 

自然 地球と宇宙 2 1 生命科学 2 必修科目を含めて
科学 ・ 化学概論 2 1 数学概論 2 

！ ！ ！ ！ ！ ！ 

4単位以上修得
• ！ 生物概論 2 ！物理概論 2 

現代メデイアカルチャ ー論 2 I 美術 2 I I I I I I 

芸術・ 音楽演習 l 音楽 2 
1 世界の歴史と文化 2 1 美術演習 ， 2単位以上修得人文学 1 東北の歴史と文化 2 1 文学 2
：人と宗教 2 ：日本の歴史と文化 2 

I I I I I I 

1 体を動かす楽しみ l I 心理学 2 I I I I I I 

i
緯

1福祉入門 l 1 健康科学 2 必修科目を含めて
e l

I 
食と社会 l 1 スポーツ実技 l 3単位以上修得

1 スポーツ科学
I I , I I I I I I 

1 日本語 l l 1 日本語 II , 1
I 

日本語Ill , 1
I 

日本語IV 1 ： ： ： ： 留学生のみ履修
1 日本事惜 I 2 1 日本事愕 II 2 可能

全学 グ
I

1学
ロ

外
ー

研
バ
修

ルインターンシッブ 2 
！ ！ ！ ！ 共通 2 I I I 

I 1 年前期 I 1年後期 I 2年前期 2年後期 I 3年前期 3年後期 I 4年前期 4年後期 区分要件 l 区分要件2 備考

● ： 食産業学概論 ： ● ： 
I 
食産業学基礎演習

I 
2 ● ： 

I 
食料・ 農業・ 晨村政策

I 
： 

I 
l 

I 
1 ● 食品マーケティング基礎 2 

I 

I I 
応用統計学

I I 
● 1 食材生産概論 2 I 2 I I 

i 月
I 1 財務・ 会計論 2 I I 

● I フードマネジメント概論 2 I 
地域食産業論 2 

I I 

I I 経済数学 2 I I 30単位以上修得 30単位以上修得
● I 経済経営学基礎 2 I I I 

● 食材生産・加工実習 l l I I I I 132単位以上修得
el 食材生産・加工実習 II , 1 分析基礎実験 l I I /257単位

I I I I 

● I 

I 
科学基礎実験 1 ● 1

I 
インタ ーンシップ 2 ● 

I 
キャリア開発 2 ● 1

I 
キャリアインターンシッブ 2 ● 実践キャリア開発 2 I 

I 

I I • I コミュニティ・ ブランナー実践論 2 I I 
ド ー― ---,- -r-1--------------- —-+-------------- --1-- —---------- ←―― ----1------------------ ←― — ----1--------------- ---1 —---------- -1-----------

1 食品化学 2 I 徴生物学実験 l 食品の安全性管理 2 1 ライフステージ栄養学 2 ● 食と未来 2 
I I I I 

1 農産食品学 2 1 食品工学 2 食品化学工学 2 食感性科学 2 I 

I I I 食品化学実験 1 I 

I 食品衛生学 2 I 水産食品学 2 I 官能評価学 2 I 

•
I 

1 有機化学 2 I 畜産食品学 2 i食品機能開発学 2 食品栄養・ 機能学実験 1 I 8単位以上
I 調理科学 I 修得

1
I 
生化学 2 I 

2 
e 1 栄蓑科学 2 発酵食品・ 醸造学 2 I 

● 1 食品衛生学実験 l I I 

I I I 品質保証システム演習（集中講義） l I 

I I 食品貯蔵・流通技術論 2 I I 

I 微生物学 2 I I I 

;
←- —+------------- -

•--t1 食料経済論
—--------

-•-+ 

1 食品企業経営論
-----

2 I食品企業経営戦略論 2 食品マーケティング演習
---1----------- —+----------

2 l 
I 食文化論 2 

I 1 フードサーピス産業誼 2 1 フードシステム調査演習 l 食品企業経営戦略演習 l 1 食産業・ 政策史 2 
I I I I 

I 食品企業組織論 2 I 食品流通論 2 1 フードサーピス事業運営誼 2 食品経済・ 政策論演習 l 1 企業倫理 2 
I I I I 

I I 1 食品マーケティング論 2 フードコミュニケ ーション 2 I 

I I 
：ローカルフードシステム論 2 フードサービス産業論演習 1 I 8単位以上

I I I 修得
I I 食産業政策論 2 グローパルフードシステム論 2 I 

I I I 

I 55単位以上I I I 食品情報科学論 2 
I I I I 修得
I I I I 

I I I I 

,- —← -------------- I 

1 食用作物学
I 

1 肉の生産科学
-

�
------------------ -4——---------

2 2 
I 
生理学 2 暮らしと作物 2 

I I 

I 1 哀境科学 2 現代食棗ピジネス論 2 I 

：分子生物学 2 ：乳と卵の生産科学 2 I 
I 

：プログラミング基礎 2 I 

I I 

I 
1 アグロテクノロジ一 2 1 水産増殖学 2 I 

I I I 

I I I 

I I I 

I I I 

I ... 1 コミュニテイプランナー・ l "" コミュニテイプランナー・ l I 

I I フィールドワーク演習 l フィールドワーク演習 II I 

I I I 

I I I 

I I I 

I I I 

I I I I I 

卒業研究 : : : : : 
● I I 卒業研究サーペイ 2 ● I I 卒業研究 I 3 ● I I 卒業研究 II 3 8単位

食
産
業
受
群
に
つ
い
て

生
物
牛
産
学
類
に
つ
い
て

・
フ

ー
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
類
に
つ
い
て

関預資格
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生
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に
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て

(6)フ ー ドマネジメント学類の履修モデル

①フ ー ドマネジメント学類の履修モデルの概要

フ ー ドマネジメント学類のカリキュラムは、意欲を持って学修できるよう、自らの興味や関心、進路や資格取得などの目的に
応じた科目選択があります。ただし、まったく自由に科目を選択しては、大学4年間という短い期間で必ずしも効率的な学修に
ならないこともあります。そこで、将来設計を踏まえた体系的学習の典型的なモデルとして、「食品製造・加工モデル」「食品
開発モデル」「食の安全・安心モデル」「食品流通・サ ー ビスモデル」の4つを示しています。

必修科目は、この4モデル共通の科目となり、それ以外は選択科目です。選択科目の中にモデルによって異なる推奨科目が示
されています。推奨科目は、モデルで示されたような目的で学修をしたいという学生には、是非とも履修することを「推奨」す
るものです。とくにその分野で卒業研究などを行う場合には、モデルの示す推奨科目を踏まえて取り組んだ方が効率的に行えま
す。また、そのほかの選択科目も、推奨ほどではないが、フ ー ドマネジメント分野の体系において学ぶ価値のあるもの、学んで
ほしいものとして配置されています。

このようにモデルを軸として学修することで、フ ー ドマネジメントの知識と技術を総合的に学修することが可能となります。
なお、モデルごとに推奨科目を定めていますが、全ての推奨科目を取らなければならないものではありません。

各自の意欲や将来設計に合わせて様々な科目を組み合わせた学修に努めてください。
なお、科目グルー プ毎に卒業要件として取得すべき単位数がありますので、こ注意ください。

・
フ

ー
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
類
に
つ
い
て

関連資格

履修モデル区分 主な内容 育成される人材像

食品製造・加工モデル 食品製造・加工技術 食品に関する基本的な知識に加え、食品製造・加工の技術、食品の流
通上の衛生管理や技術、健康や栄養等の技術に関する専門的知識を持
ち、食品製造業、食品流通業およびフ ー ドサービス産業で技術・製造開
発や安全性管理等において活躍できる技術者

食品開発モデル 食品の企画・開発 食品に関する基本的な知識に加え、製造・加工過程における食の安全
性や衛生に関すること、また食品の栄養や機能性に関すること、食品企
業の経営や食品についてのマー ケティングのスキル等を身につけ、食品
製造業や外食産業などにおいて新商品の企画や開発を行うことのできる
技術者・プランナー

食の安全・安心モデル 食品の安全・衛生 食品に関する茎本的な知識に加え、製造・加工過程における食の安全性
食の消費に関わる諸課題 や衛生に関すること、また食品の栄養や健康・食育に関すること、食品リ

サイクル、食品ロス、フ ー ドデザー トやSDGsなどについて消費者の立場
から取り組む法人やビジネスリ ー ダー

食品流通・サービスモデル 食品企業の経営管理 食品に関する基本的な知識に加え、食品企業の経営や食品についてのマ
食品企業のマーケティングなどの ー ケティングのスキルを身につけ、また、食品産業やその構造に関する専
事業運営 門的な知識を活用して、食品製造業、食品流通業およびフ ー ドサービス

の分野で活躍できるビジネスリ ー ダー

②フ ー ドマネジメント学類の履修モデル

備考欄に「＊」の付いている科目 は 、2年次までに修得しない場合に、進級要件における「未修得の必修単位」に該当する。

凡例：●●●●必修0・・・推奨

単 授
鸞I

麿 彗 尻I
卒業要件

科目 配当 位 業
悶

元
塁区分 授業科目 年次 形 t 

区分ことの要件9 区分ごとの要件2 備考
モ元 磨数 態 工 ス

スタートアップセミナー 1 1前 2 講義 ． ． ． ． 
導入 スタートアップセミナー II 1後 2 講義 ． ． ． ． 

`、‘、科目 地域フィー ルドワ ーク 1前 l 講義 ． ． ． ． 

実践 全学自由ゼミ 集中 l 演習
基礎 コミュニ丁イ・プフンナー 概論及び演習 2前 2 講義

13
＇ 

: 単位必修アントレプレナー基礎 集中 2 講義
コンピュー ター リプフシ ー 1前 2 講義 ． ． ． ． 

情報 情報化 社会と技術 1後 2 講義 ． ． ． ． 
＇ 

統計 基礎統計学1 1後 2 講義 ． ． ． ． 
， 

ヽ‘‘基礎統計学II 2即 2 講義 ． ． ． ． ， 

English Gateway I 1前 l 演習 ． ． ． ． ＇ '
\ 

｀｀ 
English Self-Expression I 1前 l 演習 ． ． ． ． 

‘、
English Gateway II 1後 l 演習 ． ． ． ． ＼留学生 は

グ English Self-Expression II 1後 l 演習 ． ． ． ． 
;2単位以上

English for Academic Purposes 2前 l 演習 ． ． ． ． 、：選択必修

), Enqlish Expedition 2前 l 演習 ． ． ． ． : し ー‘、／

ル University English 2後 l 演習 ゜ ゜ ゜ ゜ ＇ ＇ ＇ 必8単修位科
以
目

上を修
含得めてコ Academic Writing 2後 l 演習 ゜ ゜ ゜ ゜

ミ Academic Reading 2後 l 演習 ゜ ゜ ゜ ゜

中国語I l·2前1 演習 ※ただし留学生に
ついては備考の中国語II l·2後1 演習 とおりとする

I 韓国語I l·2前1 演習
シ 韓国語II l·2後l 演習
ヨ スペイン語1/SoarnshI l·2前1 演習 ＇ 
ン スペイン語II /Spanish II l·2後1 演習 ＇ 

国際日本学/Japanology l·2後2 講義
、、、

9

グロ ーバル・ビジネス/GlobalBusiness l·2後2 講義 ＇ ＇ 
憲法 l·2前2 講義 一、
政治学概論 l·2別 2 講義

‘、＇ ‘、`

羞は
国際関係論 l·2後2 講義

社会と経済 l·2前2 講義 ゜ ゜ ゜ ゜ 必39修
＇単

科
位
目

以を上
含

修め得て 修
2単

得
位以上

I
現代東北社会論 l·2後2 講義

社会の諸相 l·2後2 講義
社会と哲学 l·2前2 講義
人口学概論 l·2前1 講義 ＇ 、,'
文化人類学概論 l·2前2 講義 ， 

数 理 科学 l·2後2 講義 --
生命科学 l·2後2 講義 \ 

旦は
環境学概論 l·2前2 講義 必惨科目 を含めて地球と宇宙 l·2即2 講義 4単位以上修得
数学概論 l·2後2 講義 ゜ ゜ ゜ ゜

物理 概論 l·2後2 講義 ＇ ＇ 
化学概論 l·2前2 講義 ． ． ． ． ヽ‘ ＊ 

生物概論 l·2前2 講義 ． ． ． ． 
こ

ヽ ＊ 
現代メディアカルチャー論 l·2即2 講義 : ‘‘、‘、`美術 l·2後2 講義

篇—庄

音楽 l·2後2 講義
美術演習 l·2後1 演習
音楽演習 l·2前1 演習 ＇ 

交学

2単位以上
文学 l·2後2 講義 修

＇得＇ 世界の歴史と文化 l·2前2 講義
日本 の歴史と文化 l·2後2 講義
東北の歴史と文化 l·2前2 講義 ゜ ゜ ゜ ゜ 、、9

、
人と示教 l·2前2 講義 : ,, 

心理学 l·2後2 講義 ｀｀ 

人 健康科学 l·2後2 講義 ゜ ゜ ゜ ゜

スポーツ実技 l·2後1 実験・実習 必3単ヽ 修
｀

位
科

以
目

上を修
含

得めてり 体を動かす楽しみ l·2前l 実験・実習
スポーツ科学 l·2後1 講義 ， 

福祉入門 l·2前1 講義 、、、
9

食と社会 l·2即1 講義 ． ． ． ． ＊ 
日本語I 1前 l 演習 ； ヽ 留---学 -生--は--必--修 -------

! 
日本語II 1後 l 演習

‘、 留---学-生--は--必--修-------
日本語Ill 2前 l 演習 留

履
ヽ修学生のみ 留---学-生--は--必--修-------

羞
日本語IV 2後 l 演習 可能

日本事清I 1前 2 講義 / 留---学 -生--は--必--修 -------
日本事情II 1後 2 講義 ＇ ＇ 

‘’ ヽ 留学生 は 必修
全学共通 グロ ーバルイン タ ーンシップ l·2集中2 演習 ， 

科目 学外研修 l·2集中2 演習 '、'

食
産
業
受
群
に
つ
い
て

生
物
牛
産
学
類
に
つ
い
て

・
フ

ー
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
類
に
つ
い
て
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食
産
業
学
群
に
つ
い
て

凡例：●…必 修 0・・・推奨

生
物
生
産
学
類
に
つ
い
て

・
フ

ー
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
類
に
つ
い
て

関連資格

単 授
屯嘉害

食 〗； 烹〗
牛業要件

品
科目 配当 位

業 開

授業科 目 発
区分 年次 形

元モ t 
区分ごとの要件1 区分ことの要件2 備考

忍数 態 工 ス

食産業学概論 1前 1 講義 ． ． ． ． 
',

\、
9

食材生産・加工実習I 1前 1 実験・実習 ． ． ． ． 
経済経営学基礎 1後 2 隣義 ． ． ． ． 

食材生産概論 1後 2 講義 ． ． ． ． 

フー ド マネジメント概論 l後 2 講義 ． ． ． ． 

科学基礎実験 1後 1 実験・実習 ． ． ． ． ’ 

食材生産・加工実習II 1後 1 実験・実習 ． ． ． ． i 

a 胃

財務・会計論 2前 2 講義 ゜

インタ ー ンシップ 2前 2 講義 ． ． ． ． ＇ 
分析基礎実験 2月しl l 実験・実習 ゜ ゜ ゜ ゜ 必

30修単
科
位

目

以
を
上

含

修
め

得
て

食産業学基礎演習 2前 1 演習 ． ． ． ． 

目 食品マ ー ケティング基礎 2後 2 講義 ． ． ． ． 
＇ 

応用統計学 2後 2 講義 ゜ ゜ ゜ ： 
地域食産業論 2後 2 講義 ゜ ゜ ゜ ゜ ： 
経済数学 2後 2 講義 ゜ --- - ＇ ＇ ----- ------ - - -

コミュニアイ ・プフンナー 実践論 2後 2 講義
____ L ______________ 

-卒-業--要--件-単--位--
に
-
含
--まな

--
い
-

キャリア開発 2後 2 講義 ． ． ． ． ＇ 
食料・農業・農村政策 3前 2 講義 ． ． ． ． 

， ヽ
キャリアインタ ー ンシップ 3前 2 講義 ． ． ． ． 

実践キャリア開発 3後 2 講義 ． ． ． ． ‘‘ 
共通科 目 食と未来 4 後 2 講義 ． ． ． ． 

‘‘、
、
\

食料経済論 2前 2 講義 ． ． ． ． 

食品

ド

企
企
サ

業
業

ー
組経

ビ
織営
ス

論
論
産業論

2前 2 講義 ゜ ゜ ゜

食品 2後 2 講義 ． ． ． ． ＇ ' 
フー 2後 2 講義 ゜ ゜ ゜

｀ ， 
食品流通論 2後 2 講義 ゜ ゜ ゜

フ 食品企業経営戦略論 3前 2 講義 ゜ ゜ ゜ ＇ 

t
フー ドシステム調査演習 3前 1 演習 ゜ ゜

＇ 

フー ドサ ー ビス事業運営論 3前 2 講義 ゜ ゜

食品マ ー ケティング論 3前 2 講義 ゜ ゜
， 

ス
ロ ーカルフ ー ドシステム論 3前 2 誨義 ゜ ゜ 必修科目 を 含 めて食産業政策論 3前 2 講義 ゜ ゜ 8単位以上 修 得

，
食品マ ー ケティング演習 3後 1 演習 ゜ ゜ ＇ 
食品企業経営戦略演習 3後 l 演習 ゜

食品経済・政策論演習 3後 1 演習 ゜

フー ドコミュニケ ーション 3後 2 講義 ゜ ゜ ゜ ゜ ， ＇ 
フー ドサ ー ビス 産業論演習 3後 l 演習 ゜ ゜

グロ ーバルフー ドシステム論 3後 2 講義 ゜ ゜
， ， 

食品清報科学論 3後 2 講義 ゜ ゜ ゜ ゜ ＇ 
食文化論 4 前 2 講義 ゜ ゜ ゜ ヽ
食産業・政策史 4 前 2 講義 ゜ ヽ
企業倫理 4 前 2 講義 ゜ ゜ ゜

響食有
機

品化

化

学

学

2前 2 講義 ゜ ゜ ゜ ゜
‘‘、’、\2前 2 講義 ゜ ゜ ゜ ゜ ， 

2前 2 講義 ゜ ゜ ゜ ゜

『
2前 2 講義 ． ． ． ． ： 

生化学 2前 2 講義 ゜ ゜ ゜ ゜ ＇ 
栄養科学 3前 2 講義 ． ． ． ． 必修科目 を 含 めて
微生物学 2前 2 講義 ゜ ゜ 55単位以上 修 得 ＇ 

喜誓
食品貯蔵・流通技術論 2後 2 講義 ゜ ゜ ゜ ゜

＇ ＇ 
食品工学 2後 2 講義 ゜ ゜ ゜ ゜

水産食品学 2後 2 講義 ゜ ゜ ゜ ！ 
畜産食品学 2後 2 講義 ゜ ゜ ゜

＇ 
"" 巨

調理科学 2後 2 講義 ゜ ゜ ゜
： 必

8単修
＇

位
科

以
目
上

を
修

含

得
めて理 ！ 

，
食品衛生学実験 2後 1 実験・実習 ． ． ． ． 
微生物学実験 3即 l 実験・実習 ゜ ： 
食品化学工学 3前 2 講義 ゜ ！ 官能評価学 3前 2 講義 ゜ ゜ ゜

＇ 

食品
機
能開発学 3前 2 講義 ゜ ゜ ゜

： 

発酵食品・醸造学 3後 2 講義 ゜ ゜ ゜ ！ ， 
品質保証システム演習 3集中 1 演習 ゜ ゜ ゜ ： 雪食品の安全住管理 3後 2 講義 ゜ ゜ ゜

＇ 
： 

3後 2 講義 ゜ ゜ ゜

3後 1 実験・実習 ゜ ゜ ゜
』

， 
3後 1 実験・実習 ゜ ゜ ゜

4 前 2 講義 ゜ ゜ ゜ 9
、

食用作物学 2即 2 講義 ゜ ゜

肉の生産科学 2後 2 講義 ゜ ゜

礫境科学 3前 2 講義 ゜

分子生物学 2後 2 講義 ゜ ゜ ゜

＇ a
アグロ テクノロ ジ 一 2後 2 講義 ゜

水産増殖学 3即 2 講義 ゜

生理学 3前 2 講義 ゜

乳と卵の生産科学 3前 2 講義 ゜ ゜

プログラミング基礎 3前 2 講義 ゜ :- ― ---------------
コミュニ丁イプランナー ・フィ ールドワ ーク演習I 3前 1 演習 __ .J _________________ - - - 卒業要件単位に含まない

―

コミュニァイプフンナー・フィ ールドワーク演習II 3後 l 演習 -_,_ _____ ------------ - - - 卒 業 要 件 単位に 含まな い＿
暮らしと作物 3後 2 講義 ゜ ，ヽ 
現代食農ビジネス 論 3後 2 講義 ゜ 9

、、

牛業研究サ ーベイ 3後 2 演習 ． ． ． ． 

ー-8‘-ヽ
単-'、ヽ 位必 修卒業研究 卒業研究I 4 前 3 演習 ． ． ． ． 

卒業研究II 4 後 3 演習 ． ． ． ． 

基盤教育科目 、全学共通科目 、専門基礎科目 、専門 科目 、卒業研究 の合計 卒業要件単位数132単位以上 修 得

� P. —関連資格

食産業学群カリキュラムでは、 卒業または特定の科目の修得によって学修分野に関連する下記の資格が取得できる予定です。

各資格の取得に必要な科目の履修科目表については、 「履修登録の手引き」を参照してください。

資格名 認定 概要

生産(l次産業）、加工(2次産業）、流通・販売・サービス(3次産
業）の一体化や連携により、地域の農林水産物を活用した加工

食の6次産業化 一般社団法人
品の開発、消費者への直接販売、レストランの展開な ど、食分野

プロデュ ー サ ー 食農共創プロデューサーズ
で新たなビジネスを創出する人材のスキル認定制度です。
レベル2の認定校として 「わかる」を担保し、申請書で 「できる」

生 ことを記載することで認定されます。
物 国家戦略の段位認定制度の一つのため履歴書への記載が可能
生 です。
産
学

食品衛生 上の問題を防ぐことを目的に、専門の検査や指導を行類

フ います。通常「食品Gメン」とも呼ばれ、国や自治体の公務員とし

I 
食品衛生監視員 て職務にあたります。所定科目の単位を取得し、国や自治体の

ド 関連機関に就業した場合、申請の上で取得可能です。

マ

ネ 厚生労働省 食品の製造や加工を行う施設で、衛生管理を行う責任者のことでンヽ・
す。工場や加工場で、食品衛生法上の違反がないかどうか、従業者

メ の衛生管理ができているかどうかをチェックする業務です。所定
ン 食品衛生管理者
卜

科目の単位を取得し、食品関連企業等に就職し、衛生管理の職に

学 就き、申請の上で 「食品衛生管理者」になる ことができます。

類

HACCPシステムとは原料の入荷から製造・出荷までのすべての
工程において、あらかじめ危害を予測し、その危害を防止（予防、

HACCP管理者 日本食品保蔵科学会 消滅、許容レベルまでに減少）するための重要管理点(CCP)を
特定して、そのポイントを継続的に監視・記録（モニタリング）し、
異常が認められたらすぐに対策を取り解決することができるシ
ステムです。HACCP管理者はそのシステムを管理できます。

食
産
業
受
群
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つ
い
て

生
物
牛
産
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類
に
つ
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て
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て

・
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